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A

議
案
第
３
８
号

鳥
取
県
保
護
施
設
及
び
授
産
施
設
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
次
の
と
お
り
鳥
取
県
保
護
施
設
及
び
授
産
施
設
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第
96
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
、
本
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

　
　
令
和
７
年
２
月
20
日
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
取
県
知
事
　
　
平
　
　
井
　
　
伸
　
　
治

　
　
　
鳥
取
県
保
護
施
設
及
び
授
産
施
設
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
鳥
取
県
保
護
施
設
及
び
授
産
施
設
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
１
条
　
鳥
取
県
保
護
施
設
及
び
授
産
施
設
に
関
す
る
条
例
（
平
成
24
年
鳥
取
県
条
例
第
70
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
、
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。
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B

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
後

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
前

別
表
第
１
（
第
３
条
関
係
）

区
分

基
準

職
員
の
配
置
１
　
次
に
掲
げ
る
職
員
を
置
く
こ
と
。
た
だ
し
、
調
理

業
務
の
全
部
を
委
託
す
る
場
合
は
、（
７
）
に
掲
げ
る

職
員
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

　（
１
）～
（
５
）　
略

　（
６
）　
栄
養
士

　（
７
）　
略

２
・
３
　
略

　
略

別
表
第
１
（
第
３
条
関
係
）

区
分

基
準

職
員
の
配
置
１
　
次
に
掲
げ
る
職
員
を
置
く
こ
と
。
た
だ
し
、
調
理

業
務
の
全
部
を
委
託
す
る
場
合
は
、（
７
）
に
掲
げ
る

職
員
を
置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

　（
１
）～
（
５
）　
略

　（
６
）　
栄
養
士
又
は
管
理
栄
養
士

　（
７
）　
略

２
・
３
　
略

　
略

（
鳥
取
県
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
２
条
　
鳥
取
県
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
に
関
す
る
条
例
（
平
成
24
年
鳥
取
県
条
例
第
74
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
、
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
後

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
前

附
則
別
表
（
附
則
第
２
項
関
係
）

附
則
別
表
（
附
則
第
２
項
関
係
）
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A

区
分

基
準

職
員
の
配
置

次
に
掲
げ
る
職
員
を
置
く
こ
と
。
た
だ
し
、
入
所
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
支
障
が
な
い
場
合
と
し
て

規
則
で
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

　（
１
）～
（
５
）　
略

　（
６
）　
栄
養
士

　（
７
）～
（
９
）　
略

　
略

別
表
（
第
３
条
、
附
則
第
２
項
関
係
）

区
分

基
準

職
員
の
配
置
１
　
次
に
掲
げ
る
職
員
を
置
く
こ
と
。
た
だ
し
、
入
所

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
支
障
が
な
い
場
合
と
し

て
規
則
で
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

　（
１
）～
（
３
）　
略

　（
４
）　
栄
養
士

　（
５
）～
（
７
）　
略

２
・
３
　
略

　
略

区
分

基
準

職
員
の
配
置

次
に
掲
げ
る
職
員
を
置
く
こ
と
。
た
だ
し
、
入
所
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
支
障
が
な
い
場
合
と
し
て

規
則
で
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

　（
１
）～
（
５
）　
略

　（
６
）　
栄
養
士
又
は
管
理
栄
養
士

　（
７
）～
（
９
）　
略

　
略

別
表
（
第
３
条
、
附
則
第
２
項
関
係
）

区
分

基
準

職
員
の
配
置
１
　
次
に
掲
げ
る
職
員
を
置
く
こ
と
。
た
だ
し
、
入
所

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
支
障
が
な
い
場
合
と
し

て
規
則
で
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

　（
１
）～
（
３
）　
略

　（
４
）　
栄
養
士
又
は
管
理
栄
養
士

　（
５
）～
（
７
）　
略

２
・
３
　
略

　
略
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B

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
後

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
前

別
表
（
第
４
条
関
係
）

区
分

基
準

職
員
の
配
置
１
　
次
に
掲
げ
る
職
員
を
置
く
こ
と
。
た
だ
し
、
入
所

者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
と
し
て
規
則
で
定
め

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　（
１
）～
（
５
）　
略

　（
６
）　
栄
養
士

　（
７
）　
略

２
～
５
　
略

　
略

別
表
（
第
４
条
関
係
）

区
分

基
準

職
員
の
配
置
１
　
次
に
掲
げ
る
職
員
を
置
く
こ
と
。
た
だ
し
、
入
所

者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
と
し
て
規
則
で
定
め

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　（
１
）～
（
５
）　
略

　（
６
）　
栄
養
士
又
は
管
理
栄
養
士

　（
７
）　
略

２
～
５
　
略

　
略

（
鳥
取
県
養
護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
３
条
　
鳥
取
県
養
護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
関
す
る
条
例
（
平
成
24
年
鳥
取
県
条
例
第
75
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
、
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
鳥
取
県
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
及
び
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
４
条
　
鳥
取
県
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
及
び
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
関
す
る
条
例
（
平
成
24
年
鳥
取
県
条
例
第
76
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
、
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。
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A

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
後

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
前

別
表
（
第
５
条
、
第
７
条
関
係
）

　
１
～
７
　
略

　
８
　
短
期
入
所
生
活
介
護
又
は
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護

区
分

基
準

従
業
者
の
配

置

１
　
次
に
掲
げ
る
従
業
者
を
事
業
所
ご
と
に
置
く
こ

と
。

　（
１
）～
（
４
）　
略

　（
５
）　
栄
養
士

　（
６
）・
（
７
）　
略

２
～
４
　
略

　
略

９
～
12
　
略

別
表
（
第
５
条
、
第
７
条
関
係
）

　
１
～
７
　
略

　
８
　
短
期
入
所
生
活
介
護
又
は
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護

区
分

基
準

従
業
者
の
配

置

１
　
次
に
掲
げ
る
従
業
者
を
事
業
所
ご
と
に
置
く
こ

と
。

　（
１
）～
（
４
）　
略

　（
５
）　
栄
養
士
又
は
管
理
栄
養
士

　（
６
）・
（
７
）　
略

２
～
４
　
略

　
略

９
～
12
　
略

（
鳥
取
県
児
童
福
祉
施
設
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
５
条
　
鳥
取
県
児
童
福
祉
施
設
に
関
す
る
条
例
（
平
成
24
年
鳥
取
県
条
例
第
79
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
、
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。
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B

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
後

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
前

別
表
第
２
（
第
８
条
関
係
）

項
目

基
準

職
員
の
配
置
１
　
次
に
掲
げ
る
職
員
を
置
く
こ
と
。
た
だ
し
、
児
童

の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
と
し
て
規
則
で
定
め
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　（
１
）～
（
４
）　
略

　（
５
）　
栄
養
士
（
10
人
以
上
の
乳
幼
児
が
入
所
す
る

場
合
に
限
る
。
）

　（
６
）・
（
７
）　
略

２
・
３
　
略

　
略

別
表
第
６
（
第
12
条
関
係
）

項
目

基
準

職
員
の
配
置
１
　
次
に
掲
げ
る
職
員
を
置
く
こ
と
。
た
だ
し
、
児
童

の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
と
し
て
規
則
で
定
め
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
調
理
員
を
置
か
な
い
こ
と
が
で

き
る
。

　（
１
）～
（
５
）　
略

　（
６
）　
栄
養
士
（
40
人
を
超
え
る
児
童
が
入
所
す
る

場
合
に
限
る
。
）

別
表
第
２
（
第
８
条
関
係
）

項
目

基
準

職
員
の
配
置
１
　
次
に
掲
げ
る
職
員
を
置
く
こ
と
。
た
だ
し
、
児
童

の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
と
し
て
規
則
で
定
め
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　（
１
）～
（
４
）　
略

　（
５
）　
栄
養
士
又
は
管
理
栄
養
士
（
10
人
以
上
の
乳

幼
児
が
入
所
す
る
場
合
に
限
る
。
）

　（
６
）・
（
７
）　
略

２
・
３
　
略

　
略

別
表
第
６
（
第
12
条
関
係
）

項
目

基
準

職
員
の
配
置
１
　
次
に
掲
げ
る
職
員
を
置
く
こ
と
。
た
だ
し
、
児
童

の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
と
し
て
規
則
で
定
め
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
調
理
員
を
置
か
な
い
こ
と
が
で

き
る
。

　（
１
）～
（
５
）　
略

　（
６
）　
栄
養
士
又
は
管
理
栄
養
士
（
40
人
を
超
え
る

児
童
が
入
所
す
る
場
合
に
限
る
。
）
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A

　（
７
）・
（
８
）　
略

２
・
３
　
略

　
略

別
表
第
７
（
第
13
条
関
係
）

　
１
　
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設

項
目

基
準

職
員
の
配
置
１
　
主
と
し
て
知
的
障
が
い
の
あ
る
児
童
が
入
所
す
る

施
設
に
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
を
置
く
こ
と
。
た
だ

し
、
入
所
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
と
し
て
規

則
で
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
調
理
員
を
置
か
な

い
こ
と
が
で
き
る
。

　（
１
）～
（
４
）　
略

　（
５
）　
栄
養
士
（
40
人
を
超
え
る
児
童
が
入
所
す
る

施
設
に
限
る
。
）

　（
６
）・
（
７
）　
略

２
～
５
　
略

　
略

２
　
略

別
表
第
８
（
第
14
条
関
係
）　

　（
７
）・
（
８
）　
略

２
・
３
　
略

　
略

別
表
第
７
（
第
13
条
関
係
）

　
１
　
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設

項
目

基
準

職
員
の
配
置
１
　
主
と
し
て
知
的
障
が
い
の
あ
る
児
童
が
入
所
す
る

施
設
に
は
、
次
に
掲
げ
る
職
員
を
置
く
こ
と
。
た
だ

し
、
入
所
者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
と
し
て
規

則
で
定
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
調
理
員
を
置
か
な

い
こ
と
が
で
き
る
。

　（
１
）～
（
４
）　
略

　（
５
）　
栄
養
士
又
は
管
理
栄
養
士
（
40
人
を
超
え
る

児
童
が
入
所
す
る
施
設
に
限
る
。
）

　（
６
）・
（
７
）　
略

２
～
５
　
略

　
略

２
　
略

別
表
第
８
（
第
14
条
関
係
）　
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B

項
目

基
準

職
員
の
配
置
１
　
次
に
掲
げ
る
職
員
を
置
く
こ
と
。
た
だ
し
、
利
用

者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
と
し
て
規
則
で
定
め

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
調
理
員
を
置
か
な
い
こ
と
が

で
き
る
。

　（
１
）～
（
３
）　
略

　（
４
）　
栄
養
士
（
40
人
を
超
え
る
児
童
が
通
う
施
設

に
限
る
。
）

　（
５
）～
（
７
）　
略

２
～
５
　
略

　
略

別
表
第
９
（
第
15
条
関
係
）

項
目

基
準

職
員
の
配
置
１
　
次
に
掲
げ
る
職
員
を
置
く
こ
と
。
た
だ
し
、
児
童

の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
と
し
て
規
則
で
定
め
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
調
理
員
を
置
か
な
い
こ
と
が
で

き
る
。

　（
１
）～
（
８
）　
略

　（
９
）　
栄
養
士

　（
10
）　
略

２
　
略

　
略

項
目

基
準

職
員
の
配
置
１
　
次
に
掲
げ
る
職
員
を
置
く
こ
と
。
た
だ
し
、
利
用

者
の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
と
し
て
規
則
で
定
め

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
調
理
員
を
置
か
な
い
こ
と
が

で
き
る
。

　（
１
）～
（
３
）　
略

　（
４
）　
栄
養
士
又
は
管
理
栄
養
士
（
40
人
を
超
え
る

児
童
が
通
う
施
設
に
限
る
。
）

　（
５
）～
（
７
）　
略

２
～
５
　
略

　
略

別
表
第
９
（
第
15
条
関
係
）

項
目

基
準

職
員
の
配
置
１
　
次
に
掲
げ
る
職
員
を
置
く
こ
と
。
た
だ
し
、
児
童

の
処
遇
に
支
障
が
な
い
場
合
と
し
て
規
則
で
定
め
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
調
理
員
を
置
か
な
い
こ
と
が
で

き
る
。

　（
１
）～
（
８
）　
略

　（
９
）　
栄
養
士
又
は
管
理
栄
養
士

　（
10
）　
略

２
　
略

　
略
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別
表
第
10
（
第
16
条
関
係
）

項
目

基
準

職
員
の
配
置
１
　
次
に
掲
げ
る
職
員
を
置
く
こ
と
。

　（
１
）～
（
５
）　
略

　（
６
）　
栄
養
士
（
40
人
を
超
え
る
児
童
が
入
所
す
る

場
合
に
限
る
。
）

　（
７
）・
（
８
）　
略

２
・
３
　
略

　
略

別
表
第
10
（
第
16
条
関
係
）

項
目

基
準

職
員
の
配
置
１
　
次
に
掲
げ
る
職
員
を
置
く
こ
と
。

　（
１
）～
（
５
）　
略

　（
６
）　
栄
養
士
又
は
管
理
栄
養
士
（
40
人
を
超
え
る

児
童
が
入
所
す
る
場
合
に
限
る
。
）

　（
７
）・
（
８
）　
略

２
・
３
　
略

　
略

（
鳥
取
県
女
性
自
立
支
援
施
設
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
６
条
　
鳥
取
県
女
性
自
立
支
援
施
設
に
関
す
る
条
例
（
平
成
24
年
鳥
取
県
条
例
第
80
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
、
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
後

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
前

別
表
（
第
３
条
関
係
）

項
目

基
準

職
員
の
配
置
１
　
次
に
掲
げ
る
職
員
を
置
く
こ
と
。
た
だ
し
、
入
所

別
表
（
第
３
条
関
係
）

項
目

基
準

職
員
の
配
置
１
　
次
に
掲
げ
る
職
員
を
置
く
こ
と
。
た
だ
し
、
入
所
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者
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
と
し
て
規
則
で
定
め

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　（
１
）・
（
２
）　
略

　（
３
）　
栄
養
士
又
は
調
理
員

　（
４
）～
（
６
）　
略

２
　
略

　
略

　
者
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
と
し
て
規
則
で
定
め

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　（
１
）・
（
２
）　
略

　（
３
）　
栄
養
士
若
し
く
は
管
理
栄
養
士
又
は
調
理
員

　（
４
）～
（
６
）　
略

２
　
略

　
略

（
鳥
取
県
障
害
児
通
所
支
援
事
業
及
び
障
害
児
入
所
施
設
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
７
条
　
鳥
取
県
障
害
児
通
所
支
援
事
業
及
び
障
害
児
入
所
施
設
に
関
す
る
条
例
（
平
成
24
年
鳥
取
県
条
例
第
81
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
、
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
後

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
前

別
表
第
１
（
第
６
条
関
係
）

　
１
　
児
童
発
達
支
援

区
分

基
準

従
業
者
の
配

置

１
　
略

２
　
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
従
業
者
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。

別
表
第
１
（
第
６
条
関
係
）

　
１
　
児
童
発
達
支
援

区
分

基
準

従
業
者
の
配

置

１
　
略

２
　
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
従
業
者
は
、
次
の
と

お
り
と
す
る
。
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　（
１
）　
次
に
掲
げ
る
従
業
者
を
置
く
こ
と
。
た
だ

し
、
利
用
者
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
と
し
て

規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　
　
ア
・
イ
　
略

　
　
ウ
　
栄
養
士

　
　
エ
～
カ
　
略

　（
２
）・
（
３
）　
略

　（
４
）　
従
業
者
（
管
理
者
及
び（
３
）
に
掲
げ
る
者
を

除
く
。
）
は
、
専
ら
当
該
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
を

も
っ
て
充
て
る
こ
と
。
た
だ
し
、
利
用
者
の
支
援

に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
栄
養
士

及
び
調
理
員
を
、
併
せ
て
設
置
す
る
他
の
社
会
福

祉
施
設
の
職
務
に
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　（
５
）　
略

３
～
６
　
略

　
略

２
～
４
　
略

別
表
第
２
（
第
７
条
関
係
）

　
１
　
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設

　（
１
）　
次
に
掲
げ
る
従
業
者
を
置
く
こ
と
。
た
だ

し
、
利
用
者
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
と
し
て

規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　
　
ア
・
イ
　
略

　
　
ウ
　
栄
養
士
又
は
管
理
栄
養
士

　
　
エ
～
カ
　
略

　（
２
）・
（
３
）　
略

　（
４
）　
従
業
者
（
管
理
者
及
び（
３
）
に
掲
げ
る
者
を

除
く
。
）
は
、
専
ら
当
該
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
の
職
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
を

も
っ
て
充
て
る
こ
と
。
た
だ
し
、
利
用
者
の
支
援

に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
栄
養
士

又
は
管
理
栄
養
士
及
び
調
理
員
を
、
併
せ
て
設
置

す
る
他
の
社
会
福
祉
施
設
の
職
務
に
従
事
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　（
５
）　
略

３
～
６
　
略

　
略

２
～
４
　
略

別
表
第
２
（
第
７
条
関
係
）

　
１
　
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設



─ 82 ─

B

区
分

基
準

従
業
者
の
配

置

１
　
次
に
掲
げ
る
従
業
者
を
置
く
こ
と
。
た
だ
し
、
入

所
者
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
と
し
て
規
則
で
定

め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　（
１
）～
（
５
）　
略

　（
６
）　
栄
養
士

　（
７
）～
（
10
）　
略

２
～
５
　
略

　
略

２
　
略

区
分

基
準

従
業
者
の
配

置

１
　
次
に
掲
げ
る
従
業
者
を
置
く
こ
と
。
た
だ
し
、
入

所
者
の
支
援
に
支
障
が
な
い
場
合
と
し
て
規
則
で
定

め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　（
１
）～
（
５
）　
略

　（
６
）　
栄
養
士
又
は
管
理
栄
養
士

　（
７
）～
（
10
）　
略

２
～
５
　
略

　
略

２
　
略

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
条
例
は
、
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
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議
案
第
３
９
号

鳥
取
県
民
生
委
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
次
の
と
お
り
鳥
取
県
民
生
委
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第
96
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
本

議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

　
　
令
和
７
年
２
月
20
日
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
取
県
知
事
　
　
平
　
　
井
　
　
伸
　
　
治

　
　
　
鳥
取
県
民
生
委
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
鳥
取
県
民
生
委
員
定
数
条
例
（
平
成
25
年
鳥
取
県
条
例
第
55
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
、
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
後

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
前
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民
生
委
員
の
定
数
は
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
市
町
村
の
区
域
ご
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

米
子
市

34
5人

倉
吉
市

17
0人

　
略

東
伯
郡
湯
梨
浜
町

50
人

　
略

東
伯
郡
北
栄
町

45
人

　
略

民
生
委
員
の
定
数
は
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
市
町
村
の
区
域
ご
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

米
子
市

35
0人

倉
吉
市

17
5人

　
略

東
伯
郡
湯
梨
浜
町

51
人

　
略

東
伯
郡
北
栄
町

46
人

　
略

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
条
例
は
、
令
和
７
年
12
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。



─ 85 ─

A

議
案
第
４
０
号

鳥
取
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
次
の
と
お
り
鳥
取
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第
96
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
本

議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

　
　
令
和
７
年
２
月
20
日
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
取
県
知
事
　
　
平
　
　
井
　
　
伸
　
　
治

　
　
　
鳥
取
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
鳥
取
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例
（
昭
和
47
年
鳥
取
県
条
例
第
43
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
、
下
線
及
び
太
枠
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
後

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
前
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別
表
第
３
（
第
13
条
関
係
）

事
務

金
額

１
　
法
第
６
条
第

１
項
（
法
第
87

条
第
１
項
に
お

い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）

の
規
定
に
基
づ

く
建
築
物
の
確

認

床
面
積
の
合
計

が
30
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も

の

１
件
に
つ
き
　
5,
00
0
円

別
表
第
３
（
第
13
条
関
係
）

事
務

金
額

１
　
法
第
６
条
第

１
項
又
は
第
18

条
第
３
項
（
こ

れ
ら
の
規
定
を

法
第
87
条
第
１

項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定

に
基
づ
く
建
築

物
の
確
認
又
は

認
定

床
面
積
の
合
計

が
30
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も

の

１
件
に
つ
き
　
9,
00
0
円

（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
の
向
上
等
に
関
す

る
法
律
（
平
成
27
年
法
律

第
53
号
）
第
11
条
第
６

項
の
適
合
性
判
定
通
知
書

又
は
そ
の
写
し
の
提
出
が

な
い
場
合
（
建
築
物
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向

上
等
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
（
平
成
28
年
国
土
交

通
省
令
第
５
号
）
第
２
条

第
１
項
第
１
号
に
該
当
す

る
場
合
に
限
る
。
以
下
「
仕

様
基
準
に
よ
る
評
価
の
場

合
」
と
い
う
。）
で
あ
っ
て
、

当
該
建
築
物
が
一
戸
建
て

の
住
宅
の
と
き
は
１
件
に

つ
き
22
,0
00
円
、
一
戸
建

て
の
住
宅
以
外
の
と
き
は
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１
件
に
つ
き
34
,0
00
円
）

床
面
積
の
合
計
が

30
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
、
10
0平
方

メ
ー
ト
ル
以
内
の

も
の

１
件
に
つ
き
　
19
,0
00
円

（
仕
様
基
準
に
よ
る
評
価
の

場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
建
築

物
が
一
戸
建
て
の
住
宅
の

と
き
は
１
件
に
つ
き
32
,0
00

円
、
一
戸
建
て
の
住
宅
以

外
の
と
き
は
１
件
に
つ
き

43
,0
00
円
）

床
面
積
の
合
計
が

10
0平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、 2
00

平
方
メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
28
,0
00
円

（
仕
様
基
準
に
よ
る
評
価

の
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該

建
築
物
が
一
戸
建
て
の
住

宅
の
と
き
は
１
件
に
つ
き

41
,0
00
円
、
一
戸
建
て
の
住

宅
以
外
の
と
き
は
１
件
に

つ
き
52
,0
00
円
）

床
面
積
の
合
計
が

20
0平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、3
00

平
方
メ
ー
ト
ル
以

１
件
に
つ
き
　
34
,0
00
円

（
仕
様
基
準
に
よ
る
評
価
の

場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
建

築
物
が
一
戸
建
て
の
住
宅

床
面
積
の
合
計
が

30
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
、
10
0平
方

メ
ー
ト
ル
以
内
の

も
の

１
件
に
つ
き
　
9,
00
0円

床
面
積
の
合
計
が

10
0平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、 2
00

平
方
メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
14
,0
00
円

床
面
積
の
合
計
が

20
0平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、5
00

平
方
メ
ー
ト
ル
以

１
件
に
つ
き
　
19
,0
00
円
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B

内
の
も
の

床
面
積
の
合
計
が

50
0平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、1
,0
00

平
方
メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
34
,0
00
円

床
面
積
の
合
計
が

1,
00
0平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
、

2,
00
0平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
48
,0
00
円

床
面
積
の
合
計
が

１
件
に
つ
き
　
14
0,
00
0円

内
の
も
の

の
と
き
は
１
件
に
つ
き

48
,0
00
円
、
一
戸
建
て
の
住

宅
以
外
の
と
き
は
１
件
に

つ
き
58
,0
00
円
）

床
面
積
の
合
計
が

30
0平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、1
,0
00

平
方
メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
63
,0
00
円

（
仕
様
基
準
に
よ
る
評
価
の

場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
建
築

物
が
一
戸
建
て
の
住
宅
の
と

き
は
１
件
に
つ
き
77
,0
00

円
、
一
戸
建
て
の
住
宅
以

外
の
と
き
は
１
件
に
つ
き

10
1,
00
0円
）

床
面
積
の
合
計
が

1,
00
0平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
、

2,
00
0平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
11
1,
00
0円

（
仕
様
基
準
に
よ
る
評
価
の

場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
建
築

物
が
一
戸
建
て
の
住
宅
の
と

き
は
１
件
に
つ
き
12
6,
00
0

円
、
一
戸
建
て
の
住
宅
以

外
の
と
き
は
１
件
に
つ
き

15
0,
00
0円
）

床
面
積
の
合
計
が

１
件
に
つ
き
　
20
5,
00
0円
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A

2,
00
0平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
、

10
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の

（
仕
様
基
準
に
よ
る
評
価

の
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該

建
築
物
が
一
戸
建
て
の
住

宅
の
と
き
は
１
件
に
つ
き

22
0,
00
0円
、
一
戸
建
て
の

住
宅
以
外
の
と
き
は
１
件

に
つ
き
28
4,
00
0円
）

床
面
積
の
合
計
が

10
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
、

50
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
36
8,
00
0円

（
仕
様
基
準
に
よ
る
評
価
の

場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
建
築

物
が
一
戸
建
て
の
住
宅
の
と

き
は
１
件
に
つ
き
38
2,
00
0

円
、
一
戸
建
て
の
住
宅
以

外
の
と
き
は
１
件
に
つ
き

44
7,
00
0円
）

床
面
積
の
合
計
が

50
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
も

の

１
件
に
つ
き
　
69
4,
00
0円

（
仕
様
基
準
に
よ
る
評
価
の

場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
建
築

物
が
一
戸
建
て
の
住
宅
の
と

き
は
１
件
に
つ
き
70
8,
00
0

円
、
一
戸
建
て
の
住
宅
以
外

2,
00
0平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
、

10
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の

床
面
積
の
合
計
が

10
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
、

50
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
24
0,
00
0円

床
面
積
の
合
計
が

50
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
も

の

１
件
に
つ
き
　
46
0,
00
0円
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B

　
略

２
　
法
第
87
条
の

４
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
６

条
第
１
項
の
規

定
に
基
づ
く
建

築
設
備
の
確
認

新
た
な
建
築
設
備

の
確
認
を
受
け
る

場
合

１
件
に
つ
き
　
9,
00
0円

確
認
を
受
け
た
建

築
設
備
の
計
画
の

変
更
を
す
る
場
合

１
件
に
つ
き
　
5,
00
0円

３
　
法
第
88
条
第

１
項
又
は
第
２

項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
６

条
第
１
項
の
規

定
に
基
づ
く
工

作
物
の
確
認

新
た
な
工
作
物
の

確
認
を
受
け
る
場

合

１
件
に
つ
き
　
8,
00
0円

確
認
を
受
け
た
工

作
物
の
計
画
の
変

更
を
す
る
場
合

１
件
に
つ
き
　
4,
00
0円

４
　
法
第
７
条
第

床
面
積
の
合
計
が

１
件
に
つ
き
　
10
,0
00
円

の
と
き
は
１
件
に
つ
き

85
2,
00
0円
）

　
略

２
　
法
第
87
条
の

４
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
６

条
第
１
項
又
は

第
18
条
第
３
項

の
規
定
に
基
づ

く
建
築
設
備
の

確
認
又
は
認
定

新
た
な
建
築
設
備

の
確
認
又
は
認
定

を
受
け
る
場
合

１
件
に
つ
き
　
24
,0
00
円

確
認
又
は
認
定
を

受
け
た
建
築
設
備

の
計
画
の
変
更
を

す
る
場
合

１
件
に
つ
き
　
11
,0
00
円

３
　
法
第
88
条
第

１
項
又
は
第
２

項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
６

条
第
１
項
又
は

第
18
条
第
３
項

の
規
定
に
基
づ

く
工
作
物
の
確

認
又
は
認
定

新
た
な
工
作
物
の

確
認
又
は
認
定
を

受
け
る
場
合

１
件
に
つ
き
　
18
,0
00
円

確
認
又
は
認
定
を

受
け
た
工
作
物
の

計
画
の
変
更
を
す

る
場
合

１
件
に
つ
き
　
8,
00
0円

４
　
法
第
７
条
第

床
面
積
の
合
計
が

１
件
に
つ
き
　
26
,0
00
円
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A 　
４
項
又
は
第
18

条
第
21
項
の
規

定
に
基
づ
く
建

築
物
の
検
査

（
法
第
７
条
の

３
第
１
項
に
規

定
す
る
特
定
工

程
（
以
下
「
特

定
工
程
」
と
い

う
。
）
を
含
む

工
事
を
完
了
し

た
と
き
に
行
う

も
の
を
除
く
。
）

30
平
方
メ
ー
ト
ル

以
内
の
も
の

床
面
積
の
合
計
が

30
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
、
10
0平

方
メ
ー
ト
ル
以
内

の
も
の

１
件
に
つ
き
　
31
,0
00
円

床
面
積
の
合
計
が

10
0平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、
20
0

平
方
メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
41
,0
00
円

床
面
積
の
合
計
が

20
0平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、
30
0

平
方
メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
51
,0
00
円

床
面
積
の
合
計
が

30
0平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、
1,
00
0

平
方
メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
65
,0
00
円

床
面
積
の
合
計
が

１
件
に
つ
き
　
87
,0
00
円

　
４
項
の
規
定
に

基
づ
く
建
築
物

の
検
査
（
法
第

７
条
の
３
第
１

項
に
規
定
す
る

特
定
工
程
（
以

下
「
特
定
工
程
」

と
い
う
。
）
を

含
む
工
事
を
完

了
し
た
と
き
に

行
う
も
の
を
除

く
。
）

30
平
方
メ
ー
ト
ル

以
内
の
も
の

床
面
積
の
合
計
が

30
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
、 1
00
平

方
メ
ー
ト
ル
以
内

の
も
の

１
件
に
つ
き
　
12
,0
00
円

床
面
積
の
合
計
が

10
0平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、2
00

平
方
メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
16
,0
00
円

床
面
積
の
合
計
が

20
0平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、 5
00

平
方
メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
22
,0
00
円

床
面
積
の
合
計
が

50
0平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、
1,
00
0

平
方
メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
36
,0
00
円

床
面
積
の
合
計
が

１
件
に
つ
き
　
50
,0
00
円
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B

1,
00
0平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
、

2,
00
0平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の

床
面
積
の
合
計
が

2,
00
0平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
、

10
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
12
0,
00
0円

床
面
積
の
合
計
が

10
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
、

50
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
19
0,
00
0円

床
面
積
の
合
計
が

50
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
も

の

１
件
に
つ
き
　
38
0,
00
0円

４
の
２
　
法
第
７

条
第
４
項
の
規

定
に
基
づ
く
建

築
物
の
検
査

（
特
定
工
程
を

床
面
積
の
合
計
が

30
平
方
メ
ー
ト
ル

以
内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
9,
00
0円

床
面
積
の
合
計
が

30
平
方
メ
ー
ト
ル

１
件
に
つ
き
　
11
,0
00
円

1,
00
0平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
、

2,
00
0平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の

床
面
積
の
合
計
が

2,
00
0平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
、

10
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
21
8,
00
0円

床
面
積
の
合
計
が

10
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
、

50
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
41
6,
00
0円

床
面
積
の
合
計
が

50
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
も

の

１
件
に
つ
き
　
70
6,
00
0円

４
の
２
　
法
第
７

条
第
４
項
又
は

第
18
条
第
21

項
の
規
定
に
基

づ
く
建
築
物

床
面
積
の
合
計
が

30
平
方
メ
ー
ト
ル

以
内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
24
,0
00
円

床
面
積
の
合
計
が

30
平
方
メ
ー
ト
ル

１
件
に
つ
き
　
28
,0
00
円
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A 　
の
検
査
（
特
定

工
程
を
含
む
工

事
を
完
了
し
た

と
き
に
行
う
も

の
に
限
る
。
）

を
超
え
、
10
0平
方

メ
ー
ト
ル
以
内
の

も
の

床
面
積
の
合
計
が

10
0平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、
20
0

平
方
メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
38
,0
00
円

床
面
積
の
合
計
が

20
0平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、
30
0

平
方
メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
47
,0
00
円

床
面
積
の
合
計
が

30
0平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、

1,
00
0平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
61
,0
00
円

床
面
積
の
合
計
が

1,
00
0平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
、

2,
00
0平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
83
,0
00
円

　
含
む
工
事
を
完

了
し
た
と
き
に

行
う
も
の
に
限

る
。
）

を
超
え
、
10
0平
方

メ
ー
ト
ル
以
内
の

も
の

床
面
積
の
合
計
が

10
0平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、
20
0

平
方
メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
15
,0
00
円

床
面
積
の
合
計
が

20
0平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、
50
0

平
方
メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
21
,0
00
円

床
面
積
の
合
計
が

50
0平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、

1,
00
0平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
35
,0
00
円

床
面
積
の
合
計
が

1,
00
0平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
、

2,
00
0平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
47
,0
00
円
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B

床
面
積
の
合
計
が

2,
00
0平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
、

10
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
11
0,
00
0円

床
面
積
の
合
計
が

10
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
、

50
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
18
0,
00
0円

床
面
積
の
合
計
が

50
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
も

の

１
件
に
つ
き
　
37
0,
00
0円

５
　
法
第
87
条
の

４
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
７

条
第
４
項
の
規

定
に
基
づ
く
建

築
設
備
の
検
査

１
件
に
つ
き
　
13
,0
00
円

６
　
法
第
88
条
第

１
項
又
は
第
２

１
件
に
つ
き
　
9,
00
0円

床
面
積
の
合
計
が

2,
00
0平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
、

10
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
21
4,
00
0円

床
面
積
の
合
計
が

10
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
、

50
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
41
2,
00
0円

床
面
積
の
合
計
が

50
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
も

の

１
件
に
つ
き
　
70
2,
00
0円

５
　
法
第
87
条
の

４
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
７

条
第
４
項
又
は

第
18
条
第
21
項

の
規
定
に
基
づ

く
建
築
設
備
の

検
査

１
件
に
つ
き
　
38
,0
00
円

６
　
法
第
88
条
第

１
項
又
は
第
２

１
件
に
つ
き
　
30
,0
00
円
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A

項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
７

条
第
４
項
又
は

第
18
条
第
21
項

の
規
定
に
基
づ

く
工
作
物
の
検

査

６
の
２
　
法
第
７

条
の
３
第
４
項

又
は
第
18
条
第

29
項
の
規
定
に

基
づ
く
建
築
物

の
検
査

床
面
積
の
合
計
が

30
平
方
メ
ー
ト
ル

以
内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
14
,0
00
円

床
面
積
の
合
計
が

30
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
、
10
0平

方
メ
ー
ト
ル
以
内

の
も
の

１
件
に
つ
き
　
16
,0
00
円

床
面
積
の
合
計
が

10
0平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、
20
0

平
方
メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
20
,0
00
円

床
面
積
の
合
計
が

20
0平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、
30
0

平
方
メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
22
,0
00
円

項
に
お
い
て
準

用
す
る
法
第
７

条
第
４
項
の
規

定
に
基
づ
く
工

作
物
の
検
査

６
の
２
　
法
第
７

条
の
３
第
４
項

の
規
定
に
基
づ

く
建
築
物
の
検

査

床
面
積
の
合
計
が

30
平
方
メ
ー
ト
ル

以
内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
9,
00
0円

床
面
積
の
合
計
が

30
平
方
メ
ー
ト
ル

を
超
え
、1
00
平

方
メ
ー
ト
ル
以
内

の
も
の

１
件
に
つ
き
　
11
,0
00
円

床
面
積
の
合
計
が

10
0平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、 2
00

平
方
メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
15
,0
00
円

床
面
積
の
合
計
が

20
0平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、5
00

平
方
メ
ー
ト
ル
以

内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
20
,0
00
円
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B

床
面
積
の
合
計
が

50
0平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、

1,
00
0
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
33
,0
00
円

床
面
積
の
合
計
が

1,
00
0平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、

2,
00
0平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
45
,0
00
円

床
面
積
の
合
計
が

2,
00
0平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、

10
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
10
0,
00
0円

床
面
積
の
合
計
が

10
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
、

50
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
16
0,
00
0円

床
面
積
の
合
計
が

50
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
も

１
件
に
つ
き
　
33
0,
00
0円

床
面
積
の
合
計
が

30
0平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、

1,
00
0平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
35
,0
00
円

床
面
積
の
合
計
が

1,
00
0平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、

2,
00
0平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
51
,0
00
円

床
面
積
の
合
計
が

2,
00
0平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、

10
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
10
5,
00
0円

床
面
積
の
合
計
が

10
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
、

50
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
以
内
の
も
の

１
件
に
つ
き
　
16
8,
00
0円

床
面
積
の
合
計
が

50
,0
00
平
方
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
も

１
件
に
つ
き
　
34
4,
00
0円
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A

の

７
　
法
第
７
条
の

６
第
１
項
第
１

号
若
し
く
は
第

２
号
又
は
第
18

条
第
38
項
第
１

号
若
し
く
は
第

２
号
（
こ
れ
ら

の
規
定
を
法
第

87
条
の
４
又
は

第
88
条
第
１
項

若
し
く
は
第
２

項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定

に
基
づ
く
認
定

　
略

７
の
２
　
法
第
12

条
第
８
項
の
台

帳
に
記
載
さ
れ

た
事
項
に
関
す

る
証
明
書
の
交

付

１
件
に
つ
き
　
65
0円

７
の
３
　
法
第
42

条
第
１
項
第
５

１
件
に
つ
き
　
66
,0
00
円

の

７
　
法
第
７
条
の

６
第
１
項
第
１

号
又
は
第
２
号

（
法
第
87
条
の

４
又
は
第
88
条

第
１
項
若
し
く

は
第
２
項
に
お

い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）

の
規
定
に
基
づ

く
認
定

　
略

７
の
２
　
法
第
12

条
第
８
項
の
台

帳
に
記
載
さ
れ

た
事
項
に
関
す

る
証
明
書
の
交

付

１
件
に
つ
き
　
65
0円
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略

41
　
法
第
87
条
の

３
第
７
項
の
規

定
に
基
づ
く
許

可

１
件
に
つ
き
　
16
0,
00
0円

備
考
　
略

　
号
の
規
定
に
基

づ
く
指
定

　
略

41
　
法
第
87
条
の

３
第
７
項
の
規

定
に
基
づ
く
許

可

１
件
に
つ
き
　
16
0,
00
0円

42
　
建
築
基
準
法

施
行
規
則
（
昭

和
25
年
建
設
省

令
第
40
号
）
第

11
条
の
３
第
１

項
第
１
号
又
は

第
２
号
に
掲
げ

る
書
類
の
写
し

の
交
付

１
件
に
つ
き
　
65
0円

備
考
　
略

　
　
　
附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
条
例
は
、
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
経
過
措
置
）

２
　
改
正
後
の
鳥
取
県
建
築
基
準
法
施
行
条
例
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
に
行
わ
れ
る
通
知
又
は
申
請
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
行
わ
れ
た
通
知

又
は
申
請
に
つ
い
て
は
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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議
案
第
４
１
号

鳥
取
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
次
の
と
お
り
鳥
取
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第
96
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

本
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

　
　
令
和
７
年
２
月
20
日
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
取
県
知
事
　
　
平
　
　
井
　
　
伸
　
　
治

　
　
　
鳥
取
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
鳥
取
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
（
平
成
20
年
鳥
取
県
条
例
第
２
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
、
下
線
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
後

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
前
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A

目
次

　
前
文

　
第
１
章
～
第
３
章
　
略

　
第
４
章
　
車
い
す
が
利
用
し
や
す
い
施
設
の
整
備
（
第
25
条
－
第
28
条
）
 

　
第
５
章
　
略

　
附
則

（
建
築
の
規
模
の
引
下
げ
）

第
14
条
　
法
第
14
条
第
３
項
の
条
例
で
定
め
る
建
築
（
用
途
の
変
更
を
し
て

特
別
特
定
建
築
物
に
す
る
こ
と
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
規
模
は
、
別

表
第
１
の
左
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
定
め

る
規
模
（
当
該
規
模
に
満
た
な
い
特
別
特
定
建
築
物
の
建
築
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
小
規
模
建
築
」
と
い
う
。
）
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当

該
特
別
特
定
建
築
物
の
床
面
積
（
増
築
若
し
く
は
改
築
又
は
用
途
の
変
更

（
以
下
「
増
築
等
」
と
い
う
。
）
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
増
築
等
に

係
る
部
分
（
耐
震
改
修
に
よ
り
増
加
す
る
部
分
を
除
く
。
）
の
床
面
積
。

以
下
同
じ
。
）
の
合
計
に
当
該
特
別
特
定
建
築
物
と
同
一
の
敷
地
内
に
建

目
次

　
前
文

　
第
１
章
～
第
３
章
　
略

　
第
４
章
　
車
椅
子
使
用
者
が
利
用
し
や
す
い
施
設
の
整
備
（
第
25
条
－
第

28
条
）

　
第
５
章
　
略

　
附
則

（
建
築
の
規
模
の
引
下
げ
）

第
14
条
　
法
第
14
条
第
３
項
の
条
例
で
定
め
る
建
築
（
用
途
の
変
更
を
し
て

特
別
特
定
建
築
物
に
す
る
こ
と
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
規
模
は
、
別

表
第
１
の
左
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
定
め

る
規
模
（
当
該
規
模
に
満
た
な
い
特
別
特
定
建
築
物
の
建
築
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
小
規
模
建
築
」
と
い
う
。
）
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当

該
特
別
特
定
建
築
物
の
床
面
積
（
増
築
若
し
く
は
改
築
又
は
用
途
の
変
更

（
以
下
「
増
築
等
」
と
い
う
。
）
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
増
築
等
に

係
る
部
分
（
耐
震
改
修
に
よ
り
増
加
す
る
部
分
を
除
く
。
）
の
床
面
積
。

以
下
同
じ
。
）
の
合
計
に
当
該
特
別
特
定
建
築
物
と
同
一
の
敷
地
内
に
建
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B

築
す
る
他
の
特
別
特
定
建
築
物
（
公
衆
便
所
を
除
く
。
）
の
床
面
積
の
合

計
を
加
え
た
面
積
が
1,
00
0平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
な
る
と
き
は
、
当
該
小

規
模
建
築
の
規
模
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
に

つ
い
て
用
途
の
変
更
を
し
て
特
別
特
定
建
築
物
に
す
る
場
合
は
、
当
該
各

号
に
掲
げ
る
建
築
物
移
動
等
円
滑
化
基
準
は
、
適
用
し
な
い
。

　（
１
）　
床
面
積
の
合
計
が
20
0平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
50
0平
方
メ
ー
ト
ル
未

満
の
建
築
物
　
令
第
18
条
第
２
項
第
１
号
に
定
め
る
基
準
（
他
の
階
へ

の
移
動
を
行
う
た
め
の
通
路
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

　（
２
）　
床
面
積
の
合
計
が
20
0平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
建
築
物
　
次
に
掲
げ

る
基
準

　
　
ア
　
令
第
18
条
第
２
項
第
１
号
、
第
３
号
、
第
４
号
及
び
第
７
号
（
こ

れ
ら
の
規
定
を
令
第
25
条
第
１
項
（
同
条
第
３
項
に
お
い
て
読
み
替

え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
に
定
め
る
基
準

　
　
イ
　
主
た
る
出
入
口
に
係
る
令
第
18
条
第
２
項
第
２
号
イ
（
令
第
25
条

第
１
項
（
同
条
第
３
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
定
め

る
基
準
（
幅
70
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
部
分
に
限
る
。
）

　
　
ウ
　
便
所
の
出
入
口
に
係
る
令
第
18
条
第
２
項
第
２
号
（
令
第
25
条

築
す
る
他
の
特
別
特
定
建
築
物
（
公
衆
便
所
を
除
く
。
）
の
床
面
積
の
合

計
を
加
え
た
面
積
が
1,
00
0平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と
な
る
と
き
は
、
当
該
小

規
模
建
築
の
規
模
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
建
築
物
に

つ
い
て
用
途
の
変
更
を
し
て
特
別
特
定
建
築
物
に
す
る
場
合
は
、
当
該
各

号
に
掲
げ
る
建
築
物
移
動
等
円
滑
化
基
準
は
、
適
用
し
な
い
。

　（
１
）　
床
面
積
の
合
計
が
20
0平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
50
0平
方
メ
ー
ト
ル
未

満
の
建
築
物
　
令
第
19
条
第
２
項
第
１
号
に
定
め
る
基
準
（
他
の
階
へ

の
移
動
を
行
う
た
め
の
通
路
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

　（
２
）　
床
面
積
の
合
計
が
20
0平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
建
築
物
　
次
に
掲
げ

る
基
準

　
　
ア
　
令
第
19
条
第
２
項
第
１
号
、
第
３
号
、
第
４
号
及
び
第
７
号
（
こ

れ
ら
の
規
定
を
令
第
26
条
第
１
項
（
同
条
第
３
項
に
お
い
て
読
み
替

え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
に
定
め
る
基
準

　
　
イ
　
主
た
る
出
入
口
に
係
る
令
第
19
条
第
２
項
第
２
号
イ
（
令
第
26
条

第
１
項
（
同
条
第
３
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
定
め

る
基
準
（
幅
70
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
部
分
に
限
る
。
）

　
　
ウ
　
便
所
の
出
入
口
に
係
る
令
第
19
条
第
２
項
第
２
号
（
令
第
26
条
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第
１
項
（
同
条
第
３
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
定
め

る
基
準

（
建
築
物
移
動
等
円
滑
化
基
準
の
付
加
等
）

第
15
条
　
略

２
　
条
例
対
象
小
規
模
特
別
特
定
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
法
第
14
条
第
３
項
の
条
例
で
建
築
物
移
動
等
円
滑
化
基
準
に

付
加
す
る
事
項
は
、
令
第
11
条
か
ら
第
17
条
ま
で
及
び
第
20
条
か
ら
第
24

条
ま
で
に
定
め
る
事
項
の
例
に
よ
る
も
の
、
次
条
か
ら
第
23
条
ま
で
に
定

め
る
事
項
並
び
に
別
表
第
２
に
定
め
る
事
項
と
す
る
。

３
　
略

（
便
所
）

第
17
条
　
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障

害
者
等
が
利
用
す
る
便
所
を
設
け
る
場
合
に
は
、
当
該
便
所
は
、
次
に
掲

げ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
１
）・
（
２
）　
略

　（
３
）　
車
い
す
使
用
者
用
便
房
以
外
に
、
腰
掛
便
座
の
大
便
器
を
設
け
た

第
１
項
（
同
条
第
３
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
定
め

る
基
準

（
建
築
物
移
動
等
円
滑
化
基
準
の
付
加
等
）

第
15
条
　
略

２
　
条
例
対
象
小
規
模
特
別
特
定
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
法
第
14
条
第
３
項
の
条
例
で
建
築
物
移
動
等
円
滑
化
基
準
に

付
加
す
る
事
項
は
、
令
第
11
条
か
ら
第
18
条
ま
で
及
び
第
21
条
か
ら
第
25

条
ま
で
に
定
め
る
事
項
の
例
に
よ
る
も
の
、
次
条
か
ら
第
23
条
ま
で
に
定

め
る
事
項
並
び
に
別
表
第
２
に
定
め
る
事
項
と
す
る
。

３
　
略

（
便
所
）

第
17
条
　
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障

害
者
等
が
利
用
す
る
便
所
を
設
け
る
場
合
に
は
、
当
該
便
所
は
、
次
に
掲

げ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
１
）・
（
２
）　
略

　（
３
）　
車
椅
子
使
用
者
用
便
房
以
外
に
、
腰
掛
便
座
の
大
便
器
を
設
け
た
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便
房
を
１
以
上
設
け
る
こ
と
。

　（
４
）～
（
６
）　
略

２
　
前
項
の
便
所
の
う
ち
１
以
上
（
男
子
用
及
び
女
子
用
の
区
別
が
あ
る
と

き
は
、そ
れ
ぞ
れ
１
以
上
）
は
、次
に
掲
げ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
１
）　
略

　（
２
）　
略

　（
３
）　
別
表
第
５
の
左
欄
に
掲
げ
る
特
別
特
定
建
築
物
の
建
築
を
す
る
場

合
に
お
い
て
、
当
該
建
築
の
規
模
が
同
表
の
右
欄
に
定
め
る
規
模
で
あ

る
と
き
は
、
車
い
す
使
用
者
用
便
房
と
は
別
に
次
に
掲
げ
る
設
備
を
い

ず
れ
も
１
以
上
設
け
る
と
と
も
に
、
当
該
便
所
の
出
入
口
に
そ
の
旨
の

表
示
を
行
う
こ
と
。

　
　
ア
・
イ
　
略

　（
４
）　
別
表
第
５
の
左
欄
に
掲
げ
る
特
別
特
定
建
築
物
の
建
築
を
す
る
場

合
に
お
い
て
、
当
該
建
築
の
規
模
が
同
表
の
右
欄
に
定
め
る
規
模
で
あ

る
と
き
は
、
車
い
す
使
用
者
用
簡
易
型
便
房
（
車
い
す
使
用
者
用
便
房

と
は
別
に
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
た
車
い
す
使
用
者
が
利
用
可
能
な

便
房
を
い
う
。
）
を
１
以
上
設
け
る
こ
と
。

　
　
ア
　
車
い
す
使
用
者
が
利
用
で
き
る
腰
掛
便
座
、
手
す
り
そ
の
他
の
設

便
房
を
１
以
上
設
け
る
こ
と
。

　（
４
）～
（
６
）　
略

２
　
前
項
の
便
所
の
う
ち
１
以
上
（
男
子
用
及
び
女
子
用
の
区
別
が
あ
る
と

き
は
、そ
れ
ぞ
れ
１
以
上
）
は
、次
に
掲
げ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
１
）　
車
椅
子
使
用
者
用
便
房
を
１
以
上
設
け
る
こ
と
。

　（
２
）　
略

　（
３
）　
略

　（
４
）　
別
表
第
５
の
左
欄
に
掲
げ
る
特
別
特
定
建
築
物
の
建
築
を
す
る
場

合
に
お
い
て
、
当
該
建
築
の
規
模
が
同
表
の
右
欄
に
定
め
る
規
模
で
あ

る
と
き
は
、
車
椅
子
使
用
者
用
便
房
と
は
別
に
次
に
掲
げ
る
設
備
を
い

ず
れ
も
１
以
上
設
け
る
と
と
も
に
、
当
該
便
所
の
出
入
口
に
そ
の
旨
の

表
示
を
行
う
こ
と
。

　
　
ア
・
イ
　
略

　（
５
）　
別
表
第
５
の
左
欄
に
掲
げ
る
特
別
特
定
建
築
物
の
建
築
を
す
る
場

合
に
お
い
て
、
当
該
建
築
の
規
模
が
同
表
の
右
欄
に
定
め
る
規
模
で
あ

る
と
き
は
、
車
椅
子
使
用
者
用
簡
易
型
便
房
（
車
椅
子
使
用
者
用
便
房

と
は
別
に
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
た
車
椅
子
使
用
者
が
利
用
可
能
な

便
房
を
い
う
。
）
を
１
以
上
設
け
る
こ
と
。

　
　
ア
　
車
椅
子
使
用
者
が
利
用
で
き
る
腰
掛
便
座
、
手
す
り
そ
の
他
の
設
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備
を
適
切
に
設
け
る
こ
と
。

　
　
イ
　
当
該
便
房
ま
で
の
便
所
内
の
通
路
は
、
車
い
す
の
転
回
に
支
障
の

な
い
構
造
と
し
、
階
段
又
は
段
を
設
け
な
い
こ
と
。

　
　
ウ
・
エ
　
略

　
　
オ
　
当
該
便
房
の
出
入
口
戸
は
、
引
き
戸
、
折
れ
戸
そ
の
他
車
い
す
使

用
者
の
利
用
に
配
慮
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

　
　
カ
　
略

３
　
車
い
す
使
用
者
用
便
房
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
１
）　
く
つ
べ
ら
式
、
光
感
知
式
そ
の
他
車
い
す
使
用
者
が
容
易
に
使
用

で
き
る
方
式
の
大
便
器
洗
浄
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

　（
２
）・
（
３
）　
略

４
　
次
に
掲
げ
る
特
別
特
定
建
築
物
の
建
築
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
令
第

14
条
第
１
項
第
２
号
の
規
定
に
よ
り
水
洗
器
具
（
第
２
項
第
３
号
イ
の
規

定
に
よ
り
設
け
る
水
洗
器
具
を
除
く
。
）
を
設
け
る
と
き
は
、
当
該
水
洗

器
具
と
便
器
は
別
の
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
１
）～
（
３
）　
略

５
　
便
所
内
に
令
第
14
条
第
１
項
第
１
号
又
は
第
２
号
の
規
定
に
よ
る
便
房

を
設
け
る
と
き
は
、
建
築
物
の
主
た
る
出
入
口
の
付
近
に
、
当
該
便
房
を

設
け
て
い
る
こ
と
を
表
示
す
る
標
識
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

備
を
適
切
に
設
け
る
こ
と
。

　
　
イ
　
当
該
便
房
ま
で
の
便
所
内
の
通
路
は
、
車
椅
子
の
転
回
に
支
障
の

な
い
構
造
と
し
、
階
段
又
は
段
を
設
け
な
い
こ
と
。

　
　
ウ
・
エ
　
略

　
　
オ
　
当
該
便
房
の
出
入
口
戸
は
、
引
き
戸
、
折
れ
戸
そ
の
他
車
椅
子
使

用
者
の
利
用
に
配
慮
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

　
　
カ
　
略

３
　
車
椅
子
使
用
者
用
便
房
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
１
）　
く
つ
べ
ら
式
、
光
感
知
式
そ
の
他
車
椅
子
使
用
者
が
容
易
に
使
用

で
き
る
方
式
の
大
便
器
洗
浄
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

　（
２
）・
（
３
）　
略

４
　
次
に
掲
げ
る
特
別
特
定
建
築
物
の
建
築
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
令
第

14
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
水
洗
器
具
（
第
２
項
第
４
号
イ
の
規
定
に
よ

り
設
け
る
水
洗
器
具
を
除
く
。
）
を
設
け
る
と
き
は
、
当
該
水
洗
器
具
と

便
器
は
別
の
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
１
）～
（
３
）　
略

５
　
便
所
内
に
令
第
14
条
第
２
項
又
は
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
便
房
を
設
け

る
と
き
は
、
建
築
物
の
主
た
る
出
入
口
の
付
近
に
、
当
該
便
房
を
設
け
て

い
る
こ
と
を
表
示
す
る
標
識
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
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し
、
当
該
出
入
口
の
付
近
に
令
第
20
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
案
内
板
そ

の
他
の
設
備
を
設
け
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

６
　
前
項
の
標
識
は
、
令
第
19
条
に
規
定
す
る
標
識
に
準
じ
た
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ホ
テ
ル
又
は
旅
館
の
客
室
）

第
18
条
　
ホ
テ
ル
又
は
旅
館
に
は
、
客
室
の
総
数
が
25
以
上
の
場
合
は
、
車

い
す
使
用
者
用
客
室
及
び
聴
覚
障
害
者
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
客
室
（
以

下
「
聴
覚
障
害
者
用
客
室
」
と
い
う
。
）
を
、
い
ず
れ
も
次
に
掲
げ
る
数

以
上
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
１
）・
（
２
）　
略

２
　
車
い
す
使
用
者
用
客
室
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
１
）　
略

　（
２
）　
室
内
に
は
、
車
い
す
使
用
者
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
空
間
を
確
保

す
る
こ
と
。

　（
３
）　
電
話
機
、
コ
ン
セ
ン
ト
、
ス
イ
ッ
チ
そ
の
他
の
滞
在
者
が
通
常
使

用
す
る
設
備
は
、
車
い
す
使
用
者
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
高
さ
に
設
け

る
こ
と
。

　（
４
）　
略

該
出
入
口
の
付
近
に
令
第
21
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
案
内
板
そ
の
他
の

設
備
を
設
け
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

６
　
前
項
の
標
識
は
、
令
第
20
条
に
規
定
す
る
標
識
に
準
じ
た
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ホ
テ
ル
又
は
旅
館
の
客
室
）

第
18
条
　
ホ
テ
ル
又
は
旅
館
に
は
、
客
室
の
総
数
が
25
以
上
の
場
合
は
、
車

椅
子
使
用
者
用
客
室
及
び
聴
覚
障
害
者
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
客
室
（
以

下
「
聴
覚
障
害
者
用
客
室
」
と
い
う
。
）
を
、
い
ず
れ
も
次
に
掲
げ
る
数

以
上
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
１
）・
（
２
）　
略

２
　
車
椅
子
使
用
者
用
客
室
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
１
）　
略

　（
２
）　
室
内
に
は
、
車
椅
子
使
用
者
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
空
間
を
確
保

す
る
こ
と
。

　（
３
）　
電
話
機
、
コ
ン
セ
ン
ト
、
ス
イ
ッ
チ
そ
の
他
の
滞
在
者
が
通
常
使

用
す
る
設
備
は
、
車
椅
子
使
用
者
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
高
さ
に
設
け

る
こ
と
。

　（
４
）　
略



─ 107 ─

A

３
　
略

（
駐
車
場
）

第
18
条
の
２
　
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
は
、
表
面
を
粗
面
と
し
、
又
は

滑
り
に
く
い
材
料
で
仕
上
げ
、
か
つ
、
雨
水
等
で
ぬ
か
る
ま
な
い
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
区
画
線
等
で
そ
の
範
囲
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
１
以
上
の
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
に
、
乗

降
の
際
の
降
雨
及
び
降
雪
の
影
響
を
少
な
く
で
き
る
屋
根
を
設
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　（
１
）～
（
３
）　
略

（
浴
室
等
）

第
18
条
の
３
　
別
表
第
７
の
左
欄
に
掲
げ
る
特
別
特
定
建
築
物
の
建
築
を
す

る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
建
築
の
規
模
が
同
表
の
右
欄
に
定
め
る
規
模
で

あ
る
と
き
は
、
浴
室
等
（
車
い
す
使
用
者
用
客
室
に
設
け
ら
れ
る
も
の
を

除
く
。
）
を
設
け
る
場
合
に
は
、
そ
の
う
ち
１
以
上
（
男
子
用
及
び
女
子

用
の
区
別
が
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
以
上
）
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
略

（
駐
車
場
）

第
18
条
の
２
　
車
椅
子
使
用
者
用
駐
車
施
設
は
、
表
面
を
粗
面
と
し
、
又
は

滑
り
に
く
い
材
料
で
仕
上
げ
、
か
つ
、
雨
水
等
で
ぬ
か
る
ま
な
い
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
区
画
線
等
で
そ
の
範
囲
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
１
以
上
の
車
椅
子
使
用
者
用
駐
車
施
設
に
、
乗

降
の
際
の
降
雨
及
び
降
雪
の
影
響
を
少
な
く
で
き
る
屋
根
を
設
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　（
１
）～
（
３
）　
略

（
浴
室
等
）

第
18
条
の
３
　
別
表
第
７
の
左
欄
に
掲
げ
る
特
別
特
定
建
築
物
の
建
築
を
す

る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
建
築
の
規
模
が
同
表
の
右
欄
に
定
め
る
規
模
で

あ
る
と
き
は
、
浴
室
等
（
車
椅
子
使
用
者
用
客
室
に
設
け
ら
れ
る
も
の
を

除
く
。
）
を
設
け
る
場
合
に
は
、
そ
の
う
ち
１
以
上
（
男
子
用
及
び
女
子

用
の
区
別
が
あ
る
と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
以
上
）
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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　（
１
）～
（
３
）　
略

　（
４
）　
浴
室
内
に
は
、
浴
室
用
車
い
す
、
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
そ
の
他
の
車

い
す
使
用
者
が
円
滑
に
入
浴
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
設
備
又
は
備
品
を

１
以
上
設
置
す
る
こ
と
。

　（
５
）　
浴
室
内
に
は
、
車
い
す
使
用
者
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
空
間
を
確

保
す
る
こ
と
。

　（
６
）～
（
８
）　
略

（
移
動
等
円
滑
化
経
路
）

第
19
条
　
地
上
階
又
は
そ
の
直
上
階
若
し
く
は
直
下
階
の
み
に
利
用
居
室
を

設
け
る
場
合
に
は
、
道
等
（
令
第
18
条
第
３
項
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
建
築
物
の
車
寄
せ
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
当
該
利
用
居
室
ま
で
の

経
路
の
う
ち
１
以
上
を
、
移
動
等
円
滑
化
経
路
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
床
面
積
の
合
計
が
50
0平
方
メ
ー
ト
ル
に
満
た
な
い
特
別
特
定
建

築
物
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
は
、
令
第

18
条
第
２
項
第
１
号
に
定
め
る
基
準
（
他
の
階
へ
の
移
動
を
行
う
た
め
の

通
路
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
は
適
用
し
な
い
。

　（
１
）　
略

　（
２
）　
建
築
物
に
車
い
す
使
用
者
用
便
房
を
設
け
る
場
合
は
、
当
該
車
い

　（
１
）～
（
３
）　
略

　（
４
）　
浴
室
内
に
は
、
浴
室
用
車
椅
子
、
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
そ
の
他
の
車

椅
子
使
用
者
が
円
滑
に
入
浴
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
設
備
又
は
備
品
を

１
以
上
設
置
す
る
こ
と
。

　（
５
）　
浴
室
内
に
は
、
車
椅
子
使
用
者
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
空
間
を
確

保
す
る
こ
と
。

　（
６
）～
（
８
）　
略

（
移
動
等
円
滑
化
経
路
）

第
19
条
　
地
上
階
又
は
そ
の
直
上
階
若
し
く
は
直
下
階
の
み
に
利
用
居
室
を

設
け
る
場
合
に
は
、
道
等
（
令
第
19
条
第
３
項
に
規
定
す
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
建
築
物
の
車
寄
せ
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
当
該
利
用
居
室
ま
で
の

経
路
の
う
ち
１
以
上
を
、
移
動
等
円
滑
化
経
路
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
床
面
積
の
合
計
が
50
0平
方
メ
ー
ト
ル
に
満
た
な
い
特
別
特
定
建

築
物
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
は
、
令
第

19
条
第
２
項
第
１
号
に
定
め
る
基
準
（
他
の
階
へ
の
移
動
を
行
う
た
め
の

通
路
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
は
適
用
し
な
い
。

　（
１
）　
略

　（
２
）　
建
築
物
に
車
椅
子
使
用
者
用
便
房
を
設
け
る
場
合
は
、
当
該
車
椅
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す
使
用
者
用
便
房
を
地
上
階
に
設
け
る
こ
と
。

　（
３
）　
建
築
物
又
は
そ
の
敷
地
に
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
を
設
け
る

場
合
は
、
当
該
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
を
地
上
階
に
設
け
る
こ
と
。

２
　
移
動
等
円
滑
化
経
路
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
１
）　
略

　（
２
）　
当
該
移
動
等
円
滑
化
経
路
を
構
成
す
る
廊
下
等
は
、
次
に
掲
げ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
ア
　
末
端
付
近
は
、
車
い
す
の
転
回
に
支
障
の
な
い
構
造
と
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
床
面
積
の
合
計
が
20
0平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
建
築
物
に
つ

い
て
用
途
の
変
更
を
し
て
特
別
特
定
建
築
物
に
す
る
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

　
　
イ
～
エ
　
略

　（
３
）　
当
該
移
動
等
円
滑
化
経
路
の
う
ち
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
か

ら
屋
外
に
面
す
る
出
入
口
ま
で
の
間
は
、
表
面
が
雨
水
等
で
ぬ
か
る
ま

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

　（
４
）　
略

　（
５
）　
当
該
移
動
等
円
滑
化
経
路
を
構
成
す
る
敷
地
内
の
通
路
を
縦
断
し
、

又
は
横
断
す
る
排
水
溝
等
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
排
水
溝

等
に
、
つ
え
、
車
い
す
の
車
輪
等
が
落
ち
な
い
構
造
の
ふ
た
を
設
け
る

子
使
用
者
用
便
房
を
地
上
階
に
設
け
る
こ
と
。

　（
３
）　
建
築
物
又
は
そ
の
敷
地
に
車
椅
子
使
用
者
用
駐
車
施
設
を
設
け
る

場
合
は
、
当
該
車
椅
子
使
用
者
用
駐
車
施
設
を
地
上
階
に
設
け
る
こ
と
。

２
　
移
動
等
円
滑
化
経
路
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
１
）　
略

　（
２
）　
当
該
移
動
等
円
滑
化
経
路
を
構
成
す
る
廊
下
等
は
、
次
に
掲
げ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
ア
　
末
端
付
近
は
、
車
椅
子
の
転
回
に
支
障
の
な
い
構
造
と
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
床
面
積
の
合
計
が
20
0平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
建
築
物
に
つ

い
て
用
途
の
変
更
を
し
て
特
別
特
定
建
築
物
に
す
る
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

　
　
イ
～
エ
　
略

　（
３
）　
当
該
移
動
等
円
滑
化
経
路
の
う
ち
車
椅
子
使
用
者
用
駐
車
施
設
か

ら
屋
外
に
面
す
る
出
入
口
ま
で
の
間
は
、
表
面
が
雨
水
等
で
ぬ
か
る
ま

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

　（
４
）　
略

　（
５
）　
当
該
移
動
等
円
滑
化
経
路
を
構
成
す
る
敷
地
内
の
通
路
を
縦
断
し
、

又
は
横
断
す
る
排
水
溝
等
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
排
水
溝

等
に
、つ
え
、車
椅
子
の
車
輪
等
が
落
ち
な
い
構
造
の
蓋
を
設
け
る
こ
と
。
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こ
と
。

（
共
同
住
宅
の
特
例
）

第
20
条
　
共
同
住
宅
に
お
い
て
は
、
道
等
か
ら
各
住
戸
ま
で
の
経
路
（
地
上

階
又
は
そ
の
直
上
階
若
し
く
は
直
下
階
の
み
に
住
戸
が
あ
る
共
同
住
宅
に

あ
っ
て
は
、
当
該
地
上
階
と
そ
の
直
上
階
又
は
直
下
階
と
の
間
の
上
下
の

移
動
に
係
る
部
分
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
１
以
上
を
、
移
動
等

円
滑
化
経
路
に
準
じ
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
経
路

（
以
下
「
準
移
動
等
円
滑
化
経
路
」
と
い
う
。
）
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
共
同
住
宅
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
と
き
は
、
令
第
18
条
第
２
項
第
１
号
に
定
め
る
基
準
（
他
の
階
へ
の

移
動
を
行
う
た
め
の
通
路
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
適
合
す
る
こ
と
を

要
し
な
い
。

　（
１
）・
（
２
）　
略

２
　
略

（
案
内
設
備
）

第
21
条
の
２
　
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
令
第
20
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
設

け
る
設
備
の
付
近
に
、
回
転
灯
そ
の
他
聴
覚
障
害
者
に
緊
急
情
報
の
内
容

（
共
同
住
宅
の
特
例
）

第
20
条
　
共
同
住
宅
に
お
い
て
は
、
道
等
か
ら
各
住
戸
ま
で
の
経
路
（
地
上

階
又
は
そ
の
直
上
階
若
し
く
は
直
下
階
の
み
に
住
戸
が
あ
る
共
同
住
宅
に

あ
っ
て
は
、
当
該
地
上
階
と
そ
の
直
上
階
又
は
直
下
階
と
の
間
の
上
下
の

移
動
に
係
る
部
分
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
の
う
ち
１
以
上
を
、
移
動
等

円
滑
化
経
路
に
準
じ
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
経
路

（
以
下
「
準
移
動
等
円
滑
化
経
路
」
と
い
う
。
）
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
共
同
住
宅
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
と
き
は
、
令
第
19
条
第
２
項
第
１
号
に
定
め
る
基
準
（
他
の
階
へ
の

移
動
を
行
う
た
め
の
通
路
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
適
合
す
る
こ
と
を

要
し
な
い
。

　（
１
）・
（
２
）　
略

２
　
略

（
案
内
設
備
）

第
21
条
の
２
　
次
に
掲
げ
る
場
合
は
、
令
第
21
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
設

け
る
設
備
の
付
近
に
、
回
転
灯
そ
の
他
聴
覚
障
害
者
に
緊
急
情
報
の
内
容
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を
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

聴
覚
障
害
者
の
利
用
上
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
知
事
が
定
め
る
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

　（
１
）・
（
２
）　
略

（
案
内
設
備
ま
で
の
経
路
）

第
21
条
の
３
　
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
視
覚
障

害
者
が
利
用
す
る
建
築
物
（
令
第
20
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
設
備
又
は

同
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
案
内
所
が
設
け
ら
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
に

は
、
道
等
か
ら
主
た
る
出
入
口
ま
で
の
経
路
の
う
ち
１
以
上
を
視
覚
障
害

者
移
動
等
円
滑
化
経
路
（
公
益
事
業
の
事
務
所
に
あ
っ
て
は
、
準
視
覚
障

害
者
移
動
等
円
滑
化
経
路
）
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　（
１
）　
略

　（
２
）　
令
第
20
条
第
３
項
の
規
定
の
例
に
よ
る
案
内
所
を
設
け
、
道
等
か

ら
当
該
案
内
所
ま
で
の
経
路
を
視
覚
障
害
者
移
動
等
円
滑
化
経
路
と
す

る
と
き
。

２
　
道
等
に
線
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
が
敷
設
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
敷
設
さ

れ
た
場
所
か
ら
令
第
21
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
視
覚
障
害
者
移
動
等
円

を
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

聴
覚
障
害
者
の
利
用
上
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
知
事
が
定
め
る
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

　（
１
）・
（
２
）　
略

（
案
内
設
備
ま
で
の
経
路
）

第
21
条
の
３
　
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
視
覚
障

害
者
が
利
用
す
る
建
築
物
（
令
第
21
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
設
備
又
は

同
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
る
案
内
所
が
設
け
ら
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
に

は
、
道
等
か
ら
主
た
る
出
入
口
ま
で
の
経
路
の
う
ち
１
以
上
を
視
覚
障
害

者
移
動
等
円
滑
化
経
路
（
公
益
事
業
の
事
務
所
に
あ
っ
て
は
、
準
視
覚
障

害
者
移
動
等
円
滑
化
経
路
）
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　（
１
）　
略

　（
２
）　
令
第
21
条
第
３
項
の
規
定
の
例
に
よ
る
案
内
所
を
設
け
、
道
等
か

ら
当
該
案
内
所
ま
で
の
経
路
を
視
覚
障
害
者
移
動
等
円
滑
化
経
路
と
す

る
と
き
。

２
　
道
等
に
線
状
ブ
ロ
ッ
ク
等
が
敷
設
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
敷
設
さ

れ
た
場
所
か
ら
令
第
22
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
視
覚
障
害
者
移
動
等
円
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滑
化
経
路
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
視
覚
障
害
者
移
動
等
円
滑
化
経
路
ま

で
の
経
路
の
う
ち
１
以
上
を
視
覚
障
害
者
移
動
等
円
滑
化
経
路
（
公
益
事

業
の
事
務
所
に
あ
っ
て
は
、
準
視
覚
障
害
者
移
動
等
円
滑
化
経
路
）
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
増
築
等
に
関
す
る
適
用
範
囲
）

第
22
条
　
増
築
等
の
場
合
に
は
、
第
16
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
次
に

掲
げ
る
建
築
物
の
部
分
に
限
り
、
適
用
す
る
。

　（
１
）～
（
３
）　
略

　（
４
）　
第
１
号
に
掲
げ
る
部
分
に
あ
る
利
用
居
室
（
当
該
部
分
に
利
用
居

室
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
道
等
）
か
ら
車
い
す
使
用
者
用
便

房
（
前
号
に
掲
げ
る
便
所
に
設
け
ら
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
ま
で
の
１

以
上
の
経
路
を
構
成
す
る
出
入
口
、
廊
下
等
、
階
段
、
傾
斜
路
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
そ
の
他
の
昇
降
機
及
び
敷
地
内
の
通
路

　（
５
）　
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
（
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、

又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る
駐
車
場
に
設
け
ら
れ

る
も
の
に
限
る
。
）
か
ら
第
１
号
に
掲
げ
る
部
分
に
あ
る
利
用
居
室

（
当
該
部
分
に
利
用
居
室
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
道
等
）
ま

で
の
１
以
上
の
経
路
を
構
成
す
る
出
入
口
、
廊
下
等
、
階
段
、
傾
斜
路
、

滑
化
経
路
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
視
覚
障
害
者
移
動
等
円
滑
化
経
路
ま

で
の
経
路
の
う
ち
１
以
上
を
視
覚
障
害
者
移
動
等
円
滑
化
経
路
（
公
益
事

業
の
事
務
所
に
あ
っ
て
は
、
準
視
覚
障
害
者
移
動
等
円
滑
化
経
路
）
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
増
築
等
に
関
す
る
適
用
範
囲
）

第
22
条
　
増
築
等
の
場
合
に
は
、
第
16
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
次
に

掲
げ
る
建
築
物
の
部
分
に
限
り
、
適
用
す
る
。

　（
１
）～
（
３
）　
略

　（
４
）　
第
１
号
に
掲
げ
る
部
分
に
あ
る
利
用
居
室
（
当
該
部
分
に
利
用
居

室
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
道
等
）
か
ら
車
椅
子
使
用
者
用
便

房
（
前
号
に
掲
げ
る
便
所
に
設
け
ら
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
ま
で
の
１

以
上
の
経
路
を
構
成
す
る
出
入
口
、
廊
下
等
、
階
段
、
傾
斜
路
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
そ
の
他
の
昇
降
機
及
び
敷
地
内
の
通
路

　（
５
）　
車
椅
子
使
用
者
用
駐
車
施
設
（
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、

又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る
駐
車
場
に
設
け
ら
れ

る
も
の
に
限
る
。
）
か
ら
第
１
号
に
掲
げ
る
部
分
に
あ
る
利
用
居
室

（
当
該
部
分
に
利
用
居
室
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
道
等
）
ま

で
の
１
以
上
の
経
路
を
構
成
す
る
出
入
口
、
廊
下
等
、
階
段
、
傾
斜
路
、
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エ
レ
ベ
ー
タ
ー
そ
の
他
の
昇
降
機
及
び
敷
地
内
の
通
路

２
　
略

（
公
立
小
学
校
等
及
び
追
加
し
た
特
別
特
定
建
築
物
に
関
す
る
読
替
え
）

第
23
条
　
公
立
小
学
校
等
及
び
第
13
条
各
号
に
掲
げ
る
特
定
建
築
物
に
対
す

る
第
17
条
第
１
項
及
び
前
条
第
１
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ら
の
規
定
中
「
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢

者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る
」
と
あ
る
の
は
、「
多
数
の
者
が
利
用
す
る
」

と
す
る
。

　
　
　
第
４
章
　
車
い
す
が
利
用
し
や
す
い
施
設
の
整
備

（
観
客
席
の
構
造
）

第
25
条
　
劇
場
、
観
覧
場
、
映
画
館
、
演
芸
場
、
集
会
場
、
公
会
堂
、
競
技

場
そ
の
他
多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設
（
以
下
「
劇
場
等
」
と
い
う
。
）

の
観
客
席
に
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
車
い
す
使
用
者

が
円
滑
に
利
用
で
き
る
部
分
（
以
下
「
車
い
す
使
用
者
用
客
席
」
と
い

う
。
）
を
設
け
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
車
い
す
使
用
者
用
客
席
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
そ
の
他
の
昇
降
機
及
び
敷
地
内
の
通
路

２
　
略

（
公
立
小
学
校
等
及
び
追
加
し
た
特
別
特
定
建
築
物
に
関
す
る
読
替
え
）

第
23
条
　
公
立
小
学
校
等
及
び
第
13
条
各
号
に
掲
げ
る
特
定
建
築
物
に
対
す

る
第
16
条
第
４
項
及
び
第
５
項
、
第
17
条
第
１
項
並
び
に
前
条
第
１
項
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
不
特
定
か
つ
多
数
の
者

が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
利
用
す
る
」
と
あ
る

の
は
、「
多
数
の
者
が
利
用
す
る
」
と
す
る
。

　
　
　
第
４
章
　
車
椅
子
使
用
者
が
利
用
し
や
す
い
施
設
の
整
備

（
劇
場
等
の
客
席
の
構
造
）

第
25
条

　
　
車
椅
子
使
用
者
用
部
分
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
よ
う
努
め
な
け
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　（
１
）　
床
は
平
坦
で
あ
る
こ
と
。

　（
２
）　
車
い
す
使
用
者
１
人
に
つ
き
、
幅
90
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
、
奥

行
き
12
0セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

　（
３
）　
略

　（
４
）　
略

（
利
用
居
室
の
構
造
）

第
27
条
　
利
用
居
室
は
、
車
い
す
使
用
者
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
次

に
掲
げ
る
構
造
の
も
の
と
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
１
）　
床
（
車
い
す
使
用
者
の
利
用
上
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
知
事
が

別
に
定
め
る
部
分
を
除
く
。
）
は
、
傾
斜
路
又
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
そ
の

れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
１
）　
略

　（
２
）　
略

　（
３
）　
そ
の
他
知
事
が
別
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

（
利
用
居
室
の
構
造
）

第
27
条
　
利
用
居
室
は
、
車
椅
子
使
用
者
が
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
次

に
掲
げ
る
構
造
の
も
の
と
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
１
）　
床
（
車
椅
子
使
用
者
の
利
用
上
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
知
事
が

別
に
定
め
る
部
分
を
除
く
。
）
は
、
傾
斜
路
又
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
そ
の

（
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
の
構
造
）

第
26
条
　
劇
場
等
の
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
の
う
ち
１
以
上
は
、
次
に
掲
げ
る
構

造
の
も
の
と
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
１
）　
略

　（
２
）　
そ
の
下
部
に
、
車
い
す
使
用
者
に
配
慮
し
た
空
間
を
確
保
す
る
こ

と
。

（
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
の
構
造
）

第
26
条
　
劇
場
等
の
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
の
う
ち
１
以
上
は
、
次
に
掲
げ
る
構

造
の
も
の
と
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
１
）　
略

　（
２
）　
そ
の
下
部
に
、
車
椅
子
使
用
者
に
配
慮
し
た
空
間
を
確
保
す
る
こ

と
。
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他
の
昇
降
機
を
併
設
す
る
場
合
を
除
き
、
段
を
設
け
な
い
こ
と
。

　（
２
）　
略

（
公
営
住
宅
の
構
造
）

第
28
条
　
県
又
は
市
町
村
が
、
公
営
住
宅
（
公
営
住
宅
法
（
昭
和
26
年
法
律

第
19
3号
）
第
２
条
第
２
号
に
規
定
す
る
公
営
住
宅
を
い
う
。
）
の
建
築
を

す
る
場
合
に
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
車
い
す
使
用
者

の
入
居
に
適
し
た
構
造
の
も
の
と
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

別
表
第
１
（
第
14
条
関
係
、
第
19
条
関
係
）

他
の
昇
降
機
を
併
設
す
る
場
合
を
除
き
、
段
を
設
け
な
い
こ
と
。

　（
２
）　
略

（
公
営
住
宅
の
構
造
）

第
28
条
　
県
又
は
市
町
村
が
、
公
営
住
宅
（
公
営
住
宅
法
（
昭
和
26
年
法
律

第
19
3号
）
第
２
条
第
２
号
に
規
定
す
る
公
営
住
宅
を
い
う
。
）
の
建
築
を

す
る
場
合
に
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
車
椅
子
使
用
者

の
入
居
に
適
し
た
構
造
の
も
の
と
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

別
表
第
１
（
第
14
条
関
係
、
第
19
条
関
係
）

区
分

規
模

公
立
小
学
校
等

　
略

　
略

　
略

各
種
学
校
又
は

専
修
学
校

　
略

令
第
19
条
第
２
項
第
５
号
に
定
め
る

基
準
を
適
用
す
る
場
合
（
以
下
「
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
場
合
」
と
い
う
。
）

令
第
19
条
第
２
項
第
２
号
（
主
た

る
出
入
口
に
適
用
す
る
場
合
に
限

る
。
）
及
び
第
７
号
に
定
め
る
基
準

を
適
用
す
る
場
合
（
以
下
「
玄
関
及

区
分

規
模

公
立
小
学
校
等

　
略

　
略

　
略

各
種
学
校
又
は

専
修
学
校

　
略

令
第
18
条
第
２
項
第
５
号
に
定
め
る

基
準
を
適
用
す
る
場
合
（
以
下
「
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
場
合
」
と
い
う
。
）

令
第
18
条
第
２
項
第
２
号
（
主
た

る
出
入
口
に
適
用
す
る
場
合
に
限

る
。
）
及
び
第
７
号
に
定
め
る
基
準

を
適
用
す
る
場
合
（
以
下
「
玄
関
及
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別
表
第
２
（
第
15
条
関
係
）

　
１
　
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
経
路
の
う

ち
１
以
上
を
、
移
動
等
円
滑
化
経
路
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　（
１
）　
建
築
物
又
は
そ
の
敷
地
に
車
い
す
使
用
者
用
便
房
（
車
い
す
使

用
者
用
客
室
に
設
け
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
を
設
け

る
場
合
　
利
用
居
室
（
当
該
建
築
物
に
利
用
居
室
が
設
け
ら
れ
て
い

な
い
と
き
は
、
道
等
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
当
該
車
い
す

使
用
者
用
便
房
ま
で
の
経
路

　
　（
２
）　
建
築
物
又
は
そ
の
敷
地
に
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
を
設
け

る
場
合
　
当
該
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
か
ら
利
用
居
室
ま
で
の

経
路

　
２
　
略

別
表
第
10
（
第
20
条
関
係
）

別
表
第
２
（
第
15
条
関
係
）

　
１
　
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
経
路
の
う

ち
１
以
上
を
、
移
動
等
円
滑
化
経
路
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　（
１
）　
建
築
物
又
は
そ
の
敷
地
に
車
椅
子
使
用
者
用
便
房
（
車
椅
子
使

用
者
用
客
室
に
設
け
ら
れ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
を
設
け

る
場
合
　
利
用
居
室
（
当
該
建
築
物
に
利
用
居
室
が
設
け
ら
れ
て
い

な
い
と
き
は
、
道
等
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
か
ら
当
該
車
椅
子

使
用
者
用
便
房
ま
で
の
経
路

　
　（
２
）　
建
築
物
又
は
そ
の
敷
地
に
車
椅
子
使
用
者
用
駐
車
施
設
を
設
け

る
場
合
　
当
該
車
椅
子
使
用
者
用
駐
車
施
設
か
ら
利
用
居
室
ま
で
の

経
路

　
２
　
略

別
表
第
10
（
第
20
条
関
係
）

　
略

　
略

備
考
　
略

　
略

　
略

備
考
　
略

び
敷
地
内
通
路
の
場
合
」
と
い
う
。
）

び
敷
地
内
通
路
の
場
合
」
と
い
う
。
）
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１
　
略

　
２
　
当
該
準
移
動
等
円
滑
化
経
路
を
構
成
す
る
出
入
口
は
、
次
に
掲
げ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　（
１
）　
略

　
　（
２
）　
戸
を
設
け
る
場
合
に
は
、
自
動
的
に
開
閉
す
る
構
造
そ
の
他
の

車
い
す
使
用
者
が
容
易
に
開
閉
し
て
通
過
で
き
る
構
造
と
し
、
か
つ
、

そ
の
前
後
に
高
低
差
が
な
い
こ
と
。

　
　（
３
）　
略

　
３
　
当
該
準
移
動
等
円
滑
化
経
路
を
構
成
す
る
廊
下
等
は
、
次
に
掲
げ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　（
１
）・
（
２
）　
略

　
　（
３
）　
50
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
車
い
す
の
転
回
に
支
障
が
な
い
場
所

を
設
け
る
こ
と
。

　
　（
４
）　
戸
を
設
け
る
場
合
に
は
、
自
動
的
に
開
閉
す
る
構
造
そ
の
他
の

車
い
す
使
用
者
が
容
易
に
開
閉
し
て
通
過
で
き
る
構
造
と
し
、
か
つ
、

そ
の
前
後
に
高
低
差
が
な
い
こ
と
。

　
　（
５
）　
末
端
付
近
は
、
車
い
す
の
転
回
に
支
障
の
な
い
構
造
と
す
る
こ

と
。

　
４
　
略

　
１
　
略

　
２
　
当
該
準
移
動
等
円
滑
化
経
路
を
構
成
す
る
出
入
口
は
、
次
に
掲
げ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　（
１
）　
略

　
　（
２
）　
戸
を
設
け
る
場
合
に
は
、
自
動
的
に
開
閉
す
る
構
造
そ
の
他
の

車
椅
子
使
用
者
が
容
易
に
開
閉
し
て
通
過
で
き
る
構
造
と
し
、
か
つ
、

そ
の
前
後
に
高
低
差
が
な
い
こ
と
。

　
　（
３
）　
略

　
３
　
当
該
準
移
動
等
円
滑
化
経
路
を
構
成
す
る
廊
下
等
は
、
次
に
掲
げ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　（
１
）・
（
２
）　
略

　
　（
３
）　
50
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
車
椅
子
の
転
回
に
支
障
が
な
い
場
所

を
設
け
る
こ
と
。

　
　（
４
）　
戸
を
設
け
る
場
合
に
は
、
自
動
的
に
開
閉
す
る
構
造
そ
の
他
の

車
椅
子
使
用
者
が
容
易
に
開
閉
し
て
通
過
で
き
る
構
造
と
し
、
か
つ
、

そ
の
前
後
に
高
低
差
が
な
い
こ
と
。

　
　（
５
）　
末
端
付
近
は
、
車
椅
子
の
転
回
に
支
障
の
な
い
構
造
と
す
る
こ

と
。

　
４
　
略
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５
　
当
該
準
移
動
等
円
滑
化
経
路
（
床
面
積
の
合
計
が
2,
00
0平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
の
建
築
物
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
構
成
す
る
エ
レ
ベ
ー

タ
ー（
６
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
そ
の
乗
降
ロ
ビ
ー
は
、
次

に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　（
１
）　
か
ご
は
、
住
戸
、
利
用
居
室
、
車
い
す
使
用
者
用
便
房
又
は
車

い
す
使
用
者
用
駐
車
施
設
が
あ
る
階
及
び
地
上
階
に
停
止
す
る
こ
と
。

　
　（
２
）～
（
４
）　
略

　
　（
５
）　
か
ご
内
及
び
乗
降
ロ
ビ
ー
に
は
、
車
い
す
使
用
者
が
利
用
し
や

す
い
位
置
に
制
御
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

　
　（
６
）・
（
７
）　
略

　
　（
８
）　
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
視
覚
障

害
者
が
利
用
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
及
び
乗
降
ロ
ビ
ー
に
あ
っ
て
は
、

（
１
）
か
ら
（
７
）
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
視
覚
障
害
者
の
利
用
上
支
障
が
な
い
も

の
と
し
て
知
事
が
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　
　
　
ア
　
略

　
　
　
イ
　
か
ご
内
及
び
乗
降
ロ
ビ
ー
に
設
け
る
制
御
装
置
（
車
い
す
使
用

者
が
利
用
し
や
す
い
位
置
及
び
そ
の
他
の
位
置
に
制
御
装
置
を
設

け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
そ
の
他
の
位
置
に
設
け
る
も
の
に

　
５
　
当
該
準
移
動
等
円
滑
化
経
路
（
床
面
積
の
合
計
が
2,
00
0平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
の
建
築
物
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
構
成
す
る
エ
レ
ベ
ー

タ
ー（
６
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
そ
の
乗
降
ロ
ビ
ー
は
、
次

に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　（
１
）　
か
ご
は
、
住
戸
、
利
用
居
室
、
車
椅
子
使
用
者
用
便
房
又
は
車

椅
子
使
用
者
用
駐
車
施
設
が
あ
る
階
及
び
地
上
階
に
停
止
す
る
こ
と
。

　
　（
２
）～
（
４
）　
略

　
　（
５
）　
か
ご
内
及
び
乗
降
ロ
ビ
ー
に
は
、
車
椅
子
使
用
者
が
利
用
し
や

す
い
位
置
に
制
御
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

　
　（
６
）・
（
７
）　
略

　
　（
８
）　
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
し
、
又
は
主
と
し
て
視
覚
障

害
者
が
利
用
す
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
及
び
乗
降
ロ
ビ
ー
に
あ
っ
て
は
、

（
１
）
か
ら
（
７
）
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
視
覚
障
害
者
の
利
用
上
支
障
が
な
い
も

の
と
し
て
知
事
が
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　
　
　
ア
　
略

　
　
　
イ
　
か
ご
内
及
び
乗
降
ロ
ビ
ー
に
設
け
る
制
御
装
置
（
車
椅
子
使
用

者
が
利
用
し
や
す
い
位
置
及
び
そ
の
他
の
位
置
に
制
御
装
置
を
設

け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
そ
の
他
の
位
置
に
設
け
る
も
の
に
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限
る
。
）
は
、
点
字
そ
の
他
知
事
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
視
覚
障

害
者
が
円
滑
に
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

　
　
　
ウ
　
略

　
　（
９
）～
（
11
）　
略

　
６
　
当
該
準
移
動
等
円
滑
化
経
路
を
構
成
す
る
知
事
が
定
め
る
特
殊
な
構

造
又
は
使
用
形
態
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
そ
の
他
の
昇
降
機
は
、
車
い
す
使

用
者
が
円
滑
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
知
事
が
定
め
る

構
造
と
す
る
こ
と
。

　
７
　
当
該
準
移
動
等
円
滑
化
経
路
を
構
成
す
る
敷
地
内
の
通
路
は
、
次
に

掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の
特
殊
性
に
よ
り
当
該
通

路
を
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
お
い
て
は
、
当

該
通
路
の
う
ち
車
寄
せ
か
ら
各
住
戸
ま
で
の
部
分
が
次
に
掲
げ
る
も
の

で
あ
れ
ば
足
り
る
。

　
　（
１
）～
（
３
）　
略

　
　（
４
）　
50
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
車
い
す
の
転
回
に
支
障
が
な
い
場
所

を
設
け
る
こ
と
。

　
　（
５
）　
戸
を
設
け
る
場
合
に
は
、
自
動
的
に
開
閉
す
る
構
造
そ
の
他
の

車
い
す
使
用
者
が
容
易
に
開
閉
し
て
通
過
で
き
る
構
造
と
し
、
か
つ
、

そ
の
前
後
に
高
低
差
が
な
い
こ
と
。

限
る
。
）
は
、
点
字
そ
の
他
知
事
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
視
覚
障

害
者
が
円
滑
に
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

　
　
　
ウ
　
略

　
　（
９
）～
（
11
）　
略

　
６
　
当
該
準
移
動
等
円
滑
化
経
路
を
構
成
す
る
知
事
が
定
め
る
特
殊
な
構

造
又
は
使
用
形
態
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
そ
の
他
の
昇
降
機
は
、
車
椅
子
使

用
者
が
円
滑
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
知
事
が
定
め
る

構
造
と
す
る
こ
と
。

　
７
　
当
該
準
移
動
等
円
滑
化
経
路
を
構
成
す
る
敷
地
内
の
通
路
は
、
次
に

掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
地
形
の
特
殊
性
に
よ
り
当
該
通

路
を
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
お
い
て
は
、
当

該
通
路
の
う
ち
車
寄
せ
か
ら
各
住
戸
ま
で
の
部
分
が
次
に
掲
げ
る
も
の

で
あ
れ
ば
足
り
る
。

　
　（
１
）～
（
３
）　
略

　
　（
４
）　
50
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
車
椅
子
の
転
回
に
支
障
が
な
い
場
所

を
設
け
る
こ
と
。

　
　（
５
）　
戸
を
設
け
る
場
合
に
は
、
自
動
的
に
開
閉
す
る
構
造
そ
の
他
の

車
椅
子
使
用
者
が
容
易
に
開
閉
し
て
通
過
で
き
る
構
造
と
し
、
か
つ
、

そ
の
前
後
に
高
低
差
が
な
い
こ
と
。
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　（
６
）　
当
該
通
路
を
縦
断
し
、
又
は
横
断
す
る
排
水
溝
等
を
設
け
る
場

合
に
お
い
て
は
、
当
該
排
水
溝
等
に
、
つ
え
、
車
い
す
の
車
輪
等
が

落
ち
な
い
構
造
の
ふ
た
を
設
け
る
こ
と
。

別
表
第
11
（
第
21
条
関
係
）

　
１
～
４
　
略

　
５
　
当
該
準
視
覚
障
害
者
移
動
等
円
滑
化
経
路
を
構
成
す
る
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
及
び
そ
の
乗
降
ロ
ビ
ー
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　（
１
）　
か
ご
は
、
利
用
居
室
、
車
い
す
使
用
者
用
便
房
又
は
車
い
す
使

用
者
用
駐
車
施
設
が
あ
る
階
及
び
地
上
階
に
停
止
す
る
こ
と
。

　
　（
２
）～
（
４
）　
略

　
　（
５
）　
か
ご
内
及
び
乗
降
ロ
ビ
ー
に
は
、
車
い
す
使
用
者
が
利
用
し
や

す
い
位
置
に
制
御
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

　
　（
６
）～
（
８
）　
略

　
　（
９
）　
か
ご
内
及
び
乗
降
ロ
ビ
ー
に
設
け
る
制
御
装
置
（
車
い
す
使

用
者
が
利
用
し
や
す
い
位
置
及
び
そ
の
他
の
位
置
に
制
御
装
置
を
設

け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
そ
の
他
の
位
置
に
設
け
る
も
の
に
限

る
。
）
は
、
点
字
そ
の
他
知
事
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
視
覚
障
害
者

が
円
滑
に
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

　
　（
６
）　
当
該
通
路
を
縦
断
し
、
又
は
横
断
す
る
排
水
溝
等
を
設
け
る
場

合
に
お
い
て
は
、
当
該
排
水
溝
等
に
、
つ
え
、
車
椅
子
の
車
輪
等
が

落
ち
な
い
構
造
の
蓋
を
設
け
る
こ
と
。

別
表
第
11
（
第
21
条
関
係
）

　
１
～
４
　
略

　
５
　
当
該
準
視
覚
障
害
者
移
動
等
円
滑
化
経
路
を
構
成
す
る
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
及
び
そ
の
乗
降
ロ
ビ
ー
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　（
１
）　
か
ご
は
、
利
用
居
室
、
車
椅
子
使
用
者
用
便
房
又
は
車
椅
子
使

用
者
用
駐
車
施
設
が
あ
る
階
及
び
地
上
階
に
停
止
す
る
こ
と
。

　
　（
２
）～
（
４
）　
略

　
　（
５
）　
か
ご
内
及
び
乗
降
ロ
ビ
ー
に
は
、
車
椅
子
使
用
者
が
利
用
し
や

す
い
位
置
に
制
御
装
置
を
設
け
る
こ
と
。

　
　（
６
）～
（
８
）　
略

　
　（
９
）　
か
ご
内
及
び
乗
降
ロ
ビ
ー
に
設
け
る
制
御
装
置
（
車
椅
子
使

用
者
が
利
用
し
や
す
い
位
置
及
び
そ
の
他
の
位
置
に
制
御
装
置
を
設

け
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
そ
の
他
の
位
置
に
設
け
る
も
の
に
限

る
。
）
は
、
点
字
そ
の
他
知
事
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
視
覚
障
害
者

が
円
滑
に
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
と
す
る
こ
と
。



─ 121 ─

A

　
　（
10
）　
略

　
６
・
７
　
略

　
　（
10
）　
略

　
６
・
７
　
略

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
条
例
は
、
令
和
７
年
６
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
目
次
の
改
正
規
定
、
第
17
条
第
１
項
の
改
正
規
定
、
同
条
第
２
項
の
改
正
規
定
（
同
項
中
第
４
号

を
第
５
号
と
し
、
第
１
号
か
ら
第
３
号
ま
で
を
１
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
に
第
１
号
と
し
て
１
号
を
加
え
る
部
分
を
除
く
。
）、
同
条
第
３
項
、
第
18
条
か
ら
第
18

条
の
３
ま
で
、
第
19
条
第
１
項
第
２
号
及
び
第
３
号
並
び
に
第
２
項
、
第
22
条
並
び
に
第
23
条
の
改
正
規
定
、
第
４
章
の
章
名
の
改
正
規
定
、
第
26
条
か
ら
第
28
条

ま
で
の
改
正
規
定
並
び
に
別
表
第
２
、
別
表
第
10
及
び
別
表
第
11
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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議
案
第
４
２
号

貸
付
金
の
返
還
に
係
る
債
務
の
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
次
の
と
お
り
貸
付
金
の
返
還
に
係
る
債
務
の
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第
96
条
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
、
本
議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

　
　
令
和
７
年
２
月
20
日
提
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
取
県
知
事
　
　
平
　
　
井
　
　
伸
　
　
治

　
　
　
貸
付
金
の
返
還
に
係
る
債
務
の
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
貸
付
金
の
返
還
に
係
る
債
務
の
免
除
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
44
年
鳥
取
県
条
例
第
35
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
、
下
線
及
び
太
枠
で
示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
後

改
　
　
　
　
　
　
　
正
　
　
　
　
　
　
　
前
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知
事
は
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
貸
付
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
者
（
以

下
「
借
受
者
」
と
い
う
。
）
が
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
免
除
の
条
件
に
適
合

す
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
免
除
の
範
囲
内
に
お
い
て

そ
の
返
還
に
係
る
債
務
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
知
事
は
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
貸
付
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
者
（
以

下
「
借
受
者
」
と
い
う
。
）
が
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
免
除
の
条
件
に
適
合

す
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
免
除
の
範
囲
内
に
お
い
て

そ
の
返
還
に
係
る
債
務
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
　
県
立
療
育
機
関
の
常
勤

医
師
と
な
っ
た
日
か
ら
起
算

し
て
３
年
（
災
害
、
疾
病
そ

の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に

よ
り
知
事
が
必
要
と
認
め
た

と
き
は
、
知
事
が
そ
の
都
度

定
め
る
期
間
）
以
上
そ
の
業

務
に
従
事
し
た
と
き
。

貸
付
金
の
種
類

免
除
の
条
件

免
除
の

範
囲

貸
付
金
の
種
類

免
除
の
条
件

免
除
の

範
囲

債
務
の

全
部

介
護
福

祉
士
等

修
学
資

金

１
　
介
護
福
祉
士
等
養
成
施

設
を
卒
業
し
た
日
か
ら
１

年
（
他
の
介
護
福
祉
士
等

養
成
施
設
へ
の
入
学
、
災

害
、
疾
病
そ
の
他
や
む
を

得
な
い
理
由
に
よ
り
知
事

が
必
要
と
認
め
た
と
き

は
、
知
事
が
そ
の
都
度
定

め
る
期
間
）
以
内
に
介
護

福
祉
士
登
録
簿
又
は
社
会

福
祉
士
登
録
簿
に
登
録
し
、

か
つ
、
県
内
又
は
知
事
が

別
に
定
め
る
県
外
の
施
設

（
以
下
「
県
内
等
」
と
い

う
。
）
に
お
い
て
介
護
福

祉
士
又
は
社
会
福
祉
士
の

業
務
そ
の
他
知
事
が
別
に

　
県
内
に
お
け
る

介
護
福
祉
士
及
び

社
会
福
祉
士
の
充

実
に
資
す
る
た
め
、

介
護
福
祉
士
等
養

成
施
設
（
社
会
福

祉
士
及
び
介
護
福

祉
士
法
（
昭
和
62

年
法
律
第
30
号
）

第
７
条
第
２
号
若

し
く
は
第
３
号
又

は
第
39
条
第
１

号
か
ら
第
３
号
ま

で
に
規
定
す
る
学

校
又
は
養
成
施
設

を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
に
在
学
す
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る
者
で
、
将
来
県

内
に
お
い
て
介
護

福
祉
士
又
は
社
会

福
祉
士
の
業
務
に

従
事
し
よ
う
と
す

る
も
の
に
対
し
て

貸
し
付
け
る
資
金

定
め
る
こ
れ
に
準
ず
る
業

務
（
以
下
「
介
護
福
祉
士

等
業
務
」
と
い
う
。
）
に

従
事
し
、
次
の
い
ず
れ
か

の
要
件
に
該
当
す
る
こ
と

と
な
っ
た
と
き
。

　
ア
　
介
護
福
祉
士
等
業
務

に
引
き
続
き
７
年
間
従

事
し
た
と
き
。

　
イ
　
個
人
の
家
庭
等
に

お
い
て
就
業
す
る
業
務

（
以
下
「
在
宅
業
務
」

と
い
う
。
)に
つ
い
て
市

町
村
又
は
職
業
安
定
法

（
昭
和
22
年
法
律
第
14
1

号
）
第
30
条
第
１
項
の

許
可
を
受
け
た
事
業
所

（
以
下
「
有
料
職
業
紹

介
所
」
と
い
う
。
）
に

2,
55
5日
以
上
登
録
し
、

か
つ
、
介
護
福
祉
士
の

業
務
そ
の
他
知
事
が
別

に
定
め
る
こ
れ
に
準
ず

る
業
務
（
以
下
「
介
護

福
祉
士
業
務
」
と
い

う
。
）
に
1,
26
0日
以
上
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A

従
事
し
た
と
き
。

　
ウ
　
過
疎
地
域
の
持
続
的

発
展
の
支
援
に
関
す
る

特
別
措
置
法
（
令
和
３

年
法
律
第
19
号
）
第
２

条
第
１
項
に
規
定
す
る

過
疎
地
域
（
以
下
「
過

疎
地
域
」
と
い
う
。
）

に
お
い
て
、
引
き
続
き

３
年
間
介
護
福
祉
士
等

業
務
に
従
事
し
た
と
き
。

　
エ
　
過
疎
地
域
に
お
い
て
、

在
宅
業
務
に
つ
い
て
市

町
村
又
は
有
料
職
業
紹

介
所
に
1,
09
5日
以
上
登

録
し
、
か
つ
、
介
護
福

祉
士
業
務
に
54
0日
以
上

従
事
し
た
と
き
。

　
オ
　
介
護
福
祉
士
等
養
成

施
設
へ
の
入
学
時
に
45

歳
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、

離
職
し
て
２
年
以
内
の

者
（
以
下
「
中
高
年
離

職
者
」
と
い
う
。
）
が

引
き
続
き
３
年
間
介
護

福
祉
士
等
業
務
に
従
事
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B

債
務
の

全
部
又

は
一
部

し
た
と
き
。

　
カ
　
中
高
年
離
職
者
が
在

宅
業
務
に
つ
い
て
市
町

村
又
は
有
料
職
業
紹
介

所
に
1,
09
5日
以
上
登
録

し
、
か
つ
、
介
護
福
祉

士
業
務
に
54
0日
以
上
従

事
し
た
と
き
。

２
　
県
内
等
に
お
い
て
介
護

福
祉
士
等
業
務
に
従
事
中

に
、
業
務
上
の
事
由
に
よ

り
死
亡
し
、
又
は
業
務
に

起
因
し
て
精
神
若
し
く
は

身
体
に
著
し
い
障
害
を
受

け
た
た
め
そ
の
業
務
に
従

事
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
と
き
。

３
　
前
号
に
該
当
す
る
場
合

を
除
き
、
死
亡
し
、
又
は

精
神
若
し
く
は
身
体
に
著

し
い
障
害
を
受
け
た
た
め

介
護
福
祉
士
等
業
務
に
従

事
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
と
き
。

介
護
福

　
県
内
に
お
け
る

１
　
公
共
職
業
訓
練
を
修
了

債
務
の
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A 祉
士
修

学
資
金

介
護
福
祉
士
の
充

実
に
資
す
る
た
め
、

県
内
の
介
護
福
祉

士
養
成
施
設
（
社

会
福
祉
士
及
び
介

護
福
祉
士
法
（
昭

和
62
年
法
律
第
30

号
）
第
40
条
第
２

項
第
１
号
に
規
定

す
る
学
校
又
は
養

成
施
設
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
に

お
い
て
職
業
能
力

開
発
促
進
法
（
昭

和
44
年
法
律
第
64

号
）
第
20
条
に
規

定
す
る
公
共
職
業

訓
練
を
受
け
て
い

る
者
で
、
将
来
県

内
に
お
い
て
介
護

福
祉
士
の
業
務
に

従
事
し
よ
う
と
す

る
も
の
に
対
し
て

貸
し
付
け
る
資
金

し
た
日
か
ら
１
年
（
災
害
、

疾
病
そ
の
他
や
む
を
得
な

い
理
由
に
よ
り
知
事
が
必

要
と
認
め
た
と
き
は
、
知

事
が
そ
の
都
度
定
め
る
期

間
）
以
内
に
介
護
福
祉
士

登
録
簿
に
登
録
し
、
か
つ
、

県
内
又
は
知
事
が
別
に
定

め
る
県
外
の
施
設
（
以
下

「
県
内
等
」
と
い
う
。
）

に
お
い
て
介
護
福
祉
士
の

業
務
そ
の
他
知
事
が
別
に

定
め
る
こ
れ
に
準
ず
る
業

務
（
以
下
「
介
護
福
祉
士

業
務
等
」
と
い
う
。
）
に

従
事
し
、
介
護
福
祉
士
業

務
等
に
引
き
続
き
３
年
間

（
知
事
が
別
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
勤

務
日
数
が
54
0日
以
上
で
あ

る
期
間
に
限
る
。
）
従
事

し
た
と
き
。

全
部

２
　
県
内
等
に
お
い
て
介
護

福
祉
士
業
務
等
に
従
事
中
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B

債
務
の

全
部
又

は
一
部

専
修
学

校
等
奨

学
資
金

　
社
会
に
有
用
な

人
材
を
育
成
す
る

た
め
、
県
内
の
同

和
関
係
者
の
子
等

で
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
又
は
学

校
教
育
法
（
昭
和

22
年
法
律
第
26

号
）
第
１
条
に
規

定
す
る
学
校
（
専

修
学
校
及
び
各
種

学
校
を
含
む
。
）

　
借
受
者
が
死
亡
し
た
と
き
、

又
は
精
神
若
し
く
は
身
体
に

著
し
い
障
害
を
受
け
た
た
め

貸
付
金
を
償
還
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら

れ
る
と
き
。

債
務
の

全
部
又

は
一
部

専
修
学

校
等
奨

学
資
金

　
社
会
に
有
用
な

人
材
を
育
成
す
る

た
め
、
県
内
の
同

和
関
係
者
の
子
等

で
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
又
は
学

校
教
育
法
（
昭
和

22
年
法
律
第
26

号
）
第
１
条
に
規

定
す
る
学
校
（
専

修
学
校
及
び
各
種

学
校
を
含
む
。
）

　
借
受
者
が
死
亡
し
た
と
き
、

又
は
精
神
若
し
く
は
身
体
に

著
し
い
障
害
を
受
け
た
た
め

貸
付
金
を
償
還
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら

れ
る
と
き
。

債
務
の

全
部
又

は
一
部

に
、
業
務
上
の
事
由
に
よ

り
死
亡
し
、
又
は
業
務
に

起
因
し
て
精
神
若
し
く
は

身
体
に
著
し
い
障
害
を
受

け
た
た
め
そ
の
業
務
に
従

事
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
と
き
。

３
　
前
号
に
該
当
す
る
場
合

を
除
き
、
死
亡
し
、
又
は

精
神
若
し
く
は
身
体
に
著

し
い
障
害
を
受
け
た
た
め

介
護
福
祉
士
業
務
等
に
従

事
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
と
き
。



─ 129 ─

A

　
略

　
略

以
外
の
教
育
施
設

（
学
校
教
育
に
類

す
る
教
育
を
行
う

も
の
で
、
当
該
教

育
を
行
う
に
つ
き

同
法
以
外
の
法
律

に
特
別
の
規
定
が

あ
る
も
の
に
限

る
。
）
で
、
知
事

が
専
修
学
校
又
は

各
種
学
校
に
準
ず

る
と
認
め
る
も
の

（
修
業
年
限
が
１

年
以
上
で
専
修
学

校
に
類
す
る
教
育

を
行
う
も
の
に
限

る
。
）
に
進
学
す

る
能
力
を
有
し
な

が
ら
経
済
的
な
理

由
に
よ
り
進
学
後

修
学
が
困
難
な
も

の
に
対
し
て
貸
し

付
け
る
資
金

保
育
士

等
修
学

保
育
士

等
修
学

以
外
の
教
育
施
設

（
学
校
教
育
に
類

す
る
教
育
を
行
う

も
の
で
、
当
該
教

育
を
行
う
に
つ
き

同
法
以
外
の
法
律

に
特
別
の
規
定
が

あ
る
も
の
に
限

る
。
）
で
、
知
事

が
専
修
学
校
又
は

各
種
学
校
に
準
ず

る
と
認
め
る
も
の

（
修
業
年
限
が
１

年
以
上
で
専
修
学

校
に
類
す
る
教
育

を
行
う
も
の
に
限

る
。
）
に
進
学
す

る
能
力
を
有
し
な

が
ら
経
済
的
な
理

由
に
よ
り
進
学
後

修
学
が
困
難
な
も

の
に
対
し
て
貸
し

付
け
る
資
金

　
県
内
に
お
け
る

保
育
士
及
び
幼
稚

　
県
内
に
お
け
る

保
育
士
及
び
幼
稚

３
　
前
号
に
該
当
す
る
場
合

３
　
前
号
に
該
当
す
る
場
合

債
務
の

債
務
の



　

─ 130 ─

B

園
教
諭
の
確
保
及

び
質
の
向
上
に
資

す
る
た
め
、
県
内

に
住
所
を
有
す
る

者
の
子
等
の
う
ち

鳥
取
短
期
大
学
に

お
い
て
保
育
士
又

は
幼
稚
園
教
諭
の

資
格
に
必
要
な
教

育
を
受
け
る
者
で
、

経
済
的
理
由
に
よ

り
修
学
が
困
難
な

も
の
に
対
し
て
貸

し
付
け
る
資
金

資
金

を
除
き
、
死
亡
し
、
又
は

精
神
若
し
く
は
身
体
に
著

し
い
障
害
を
受
け
た
た
め

保
育
士
若
し
く
は
幼
稚
園

教
諭
の
業
務
又
は
第
１
号

に
掲
げ
る
施
設
に
関
す
る

市
町
村
の
業
務
に
従
事
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
と
き
。

全
部
又

は
一
部

園
教
諭
の
確
保
及

び
質
の
向
上
に
資

す
る
た
め
、
県
内

に
住
所
を
有
す
る

者
の
子
等
の
う
ち

鳥
取
短
期
大
学
に

お
い
て
保
育
士
又

は
幼
稚
園
教
諭
の

資
格
に
必
要
な
教

育
を
受
け
る
者
で
、

経
済
的
理
由
に
よ

り
修
学
が
困
難
な

も
の
に
対
し
て
貸

し
付
け
る
資
金

資
金

を
除
き
、
死
亡
し
、
又
は

精
神
若
し
く
は
身
体
に
著

し
い
障
害
を
受
け
た
た
め

保
育
士
若
し
く
は
幼
稚
園

教
諭
の
業
務
又
は
第
１
号

に
掲
げ
る
施
設
に
関
す
る

市
町
村
の
業
務
に
従
事
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
と
き
。

全
部
又

は
一
部

　
児
童
扶
養
手
当

法
施
行
令
及
び
母

子
及
び
寡
婦
福
祉

法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令

（
平
成
14
年
政
令

第
20
7号
）
附
則
第

４
条
第
１
項
に
規

定
す
る
特
例
児
童

扶
養
資
金

特
例
児

童
扶
養

資
金

１
　
借
受
者
の
貸
付
金
を
償

還
す
べ
き
日
（
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
「
償
還
日
」
と

い
う
。）
の
属
す
る
年
の
前

年
（
償
還
日
の
属
す
る
月
が

１
月
か
ら
７
月
ま
で
で
あ
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
償
還
日

の
属
す
る
年
の
前
々
年
）
の

所
得
が
児
童
扶
養
手
当
法
施

行
令
（
昭
和
36
年
政
令
第

40
5
号
）
第
２
条
の
４
第
１

債
務
の

一
部
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A

項
に
規
定
す
る
額
未
満
で
あ

る
と
き
。

２
　
借
受
者
が
死
亡
し
た

と
き
、
又
は
精
神
若
し
く

は
身
体
に
著
し
い
障
害
を

受
け
た
た
め
貸
付
金
を
償

還
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
と

き
。

　
県
内
に
お
け
る

発
達
障
害
児
（
発

達
障
害
者
支
援
法

（
平
成
16
年
法
律

第
16
7号
）
第
２

条
第
２
項
に
規
定

す
る
発
達
障
害
児

を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
に
対
す
る

医
療
体
制
の
充
実

及
び
医
療
水
準
の

向
上
を
図
る
た
め
、

鳥
取
県
立
総
合
療

育
セ
ン
タ
ー
、
鳥

取
県
立
鳥
取
療
育

園
又
は
鳥
取
県
立

発
達
障

が
い
児

医
療
研

究
資
金

２
　
前
号
に
規
定
す
る
業
務

に
従
事
す
る
期
間
中
に
、

業
務
上
の
事
由
に
よ
り
死

亡
し
、
又
は
業
務
に
起
因

し
て
精
神
若
し
く
は
身
体

に
著
し
い
障
害
を
受
け
た

た
め
そ
の
業
務
に
従
事
す

１
　
県
立
療
育
機
関
の
常
勤

医
師
と
な
っ
た
日
か
ら
起

算
し
て
３
年
（
災
害
、
疾

病
そ
の
他
や
む
を
得
な
い

理
由
に
よ
り
知
事
が
必
要

と
認
め
た
と
き
は
、
知
事

が
そ
の
都
度
定
め
る
期

間
）
以
上
そ
の
業
務
に
従

事
し
た
と
き
。

債
務
の

全
部
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B

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
と
き
。

中
部
療
育
園
に
お

い
て
発
達
障
害
児

に
対
す
る
診
療
の

業
務
に
従
事
す
る

医
師
（
任
期
の
定

め
の
な
い
常
勤
の

医
師
で
あ
っ
て
、

当
該
医
師
の
職
へ

の
採
用
に
伴
い
新

た
に
県
内
に
住
所

を
有
す
る
こ
と
と

な
っ
た
も
の
に
限

る
。
以
下
「
県

立
療
育
機
関
の

常
勤
医
師
」
と
い

う
。
）
で
あ
っ
て

発
達
障
害
児
に
対

す
る
医
療
に
係
る

研
究
を
行
う
も
の

に
対
し
て
貸
し
付

け
る
資
金

債
務
の

全
部
又

は
一
部

３
　
前
号
に
該
当
す
る
場
合

を
除
き
、
死
亡
し
、
又
は

精
神
若
し
く
は
身
体
に
著

し
い
障
害
を
受
け
た
た
め

医
師
の
業
務
に
従
事
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た

と
き
。

看
護
職

員
修
学

資
金
 

　
県
内
に
お
け
る

看
護
職
員
（
保
健

師
、
助
産
師
、
看

護
師
及
び
准
看
護

師
を
い
う
。
以
下

１
　
看
護
職
員
養
成
施
設

（
看
護
職
員
養
成
施
設
を

卒
業
し
た
日
か
ら
１
年

（
災
害
、
疾
病
そ
の
他
や

む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り

債
務
の

全
部

看
護
職

員
修
学

資
金
 

　
県
内
に
お
け
る

看
護
職
員
（
保
健

師
、
助
産
師
、
看

護
師
及
び
准
看
護

師
を
い
う
。
以
下

１
　
看
護
職
員
養
成
施
設

（
看
護
職
員
養
成
施
設
を

卒
業
し
た
日
か
ら
１
年

（
災
害
、
疾
病
そ
の
他
や

む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り

債
務
の

全
部
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A

こ
の
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
の
確
保

及
び
質
の
向
上
に

資
す
る
た
め
、
看

護
職
員
養
成
施
設

（
保
健
師
助
産
師

看
護
師
法
（
昭
和

23
年
法
律
第
20
3

号
）
第
19
条
第
１

号
若
し
く
は
第
２

号
、
第
20
条
第
１

号
若
し
く
は
第
２

号
、
第
21
条
第
１

号
か
ら
第
３
号
ま

で
又
は
第
22
条
第

１
号
若
し
く
は
第

２
号
に
規
定
す
る

大
学
、
学
校
又
は

養
成
所
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
に

在
学
し
、
又
は
大

学
院
の
修
士
課
程

に
お
い
て
看
護
に

関
す
る
専
門
知
識

を
修
得
す
る
者
で
、

将
来
県
内
に
お
い

知
事
が
必
要
と
認
め
た
と

き
は
、
知
事
が
そ
の
都
度

定
め
る
期
間
。
次
号
に
お

い
て
同
じ
。
）
以
内
に
他

の
看
護
職
員
養
成
施
設
に

入
学
し
た
場
合
は
、
当
該

他
の
看
護
職
員
養
成
施

設
）
を
卒
業
し
た
日
か
ら

２
年
（
災
害
、
疾
病
そ
の

他
や
む
を
得
な
い
理
由
に

よ
り
知
事
が
必
要
と
認
め

た
と
き
は
、
知
事
が
そ
の

都
度
定
め
る
期
間
）
以
内

に
看
護
職
員
の
免
許
（
保

健
師
助
産
師
看
護
師
法
第

21
条
第
１
号
か
ら
第
３
号

ま
で
に
規
定
す
る
大
学
、

学
校
又
は
養
成
所
を
卒
業

し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
准

看
護
師
免
許
を
除
く
。
第

４
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
取
得
し
、
か
つ
、
病
床

数
20
0床
以
上
の
病
院
（
児

童
福
祉
法
第
42
条
第
２
号

に
規
定
す
る
医
療
型
障
害

児
入
所
施
設
及
び
病
床
の

こ
の
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
の
確
保

及
び
質
の
向
上
に

資
す
る
た
め
、
看

護
職
員
養
成
施
設

（
保
健
師
助
産
師

看
護
師
法
（
昭
和

23
年
法
律
第
20
3

号
）
第
19
条
第
１

号
若
し
く
は
第
２

号
、
第
20
条
第
１

号
若
し
く
は
第
２

号
、
第
21
条
第
１

号
か
ら
第
３
号
ま

で
又
は
第
22
条
第

１
号
若
し
く
は
第

２
号
に
規
定
す
る

大
学
、
学
校
又
は

養
成
所
を
い
う
。

以
下
同
じ
。
）
に

在
学
し
、
又
は
大

学
院
の
修
士
課
程

に
お
い
て
看
護
に

関
す
る
専
門
知
識

を
修
得
す
る
者
で
、

将
来
県
内
に
お
い

知
事
が
必
要
と
認
め
た
と

き
は
、
知
事
が
そ
の
都
度

定
め
る
期
間
。
次
号
に
お

い
て
同
じ
。
）
以
内
に
他

の
看
護
職
員
養
成
施
設
に

入
学
し
た
場
合
は
、
当
該

他
の
看
護
職
員
養
成
施

設
）
を
卒
業
し
た
日
か
ら

２
年
（
災
害
、
疾
病
そ
の

他
や
む
を
得
な
い
理
由
に

よ
り
知
事
が
必
要
と
認
め

た
と
き
は
、
知
事
が
そ
の

都
度
定
め
る
期
間
）
以
内

に
看
護
職
員
の
免
許
（
保

健
師
助
産
師
看
護
師
法
第

21
条
第
１
号
か
ら
第
３
号

ま
で
に
規
定
す
る
大
学
、

学
校
又
は
養
成
所
を
卒
業

し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
准

看
護
師
免
許
を
除
く
。
第

４
号
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
取
得
し
、
か
つ
、
病
床

数
20
0床
以
上
の
病
院
（
児

童
福
祉
法
第
42
条
第
２
号

に
規
定
す
る
医
療
型
障
害

児
入
所
施
設
及
び
病
床
の
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B

備
考

備
考

　
１
　
介
護
福
祉
士
修
学
資
金
の
項
免
除
の
条
件
の
欄
第
１
号
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
災
害
、
疾
病
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
業

務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
期
間
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、

　
略

　
略

　
略

　
略

　
略

　
略

て
看
護
職
員
の
業

務
に
従
事
し
よ
う

と
す
る
も
の
に
対

し
て
貸
し
付
け
る

資
金

て
看
護
職
員
の
業

務
に
従
事
し
よ
う

と
す
る
も
の
に
対

し
て
貸
し
付
け
る

資
金

８
割
以
上
を
精
神
病
床
が

占
め
る
病
院
を
除
く
。
以

下
「
大
規
模
病
院
」
と
い

う
。
）
以
外
の
県
内
の
施

設
に
お
い
て
看
護
職
員
の

業
務
に
従
事
し
、
又
は
県

内
の
看
護
職
員
養
成
施
設

に
お
い
て
看
護
教
員
（
看

護
学
分
野
の
科
目
を
担
当

し
、
専
ら
学
生
又
は
生
徒

の
指
導
又
は
教
育
に
従
事

す
る
者
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
の
業
務
に
従
事
し
、

引
き
続
き
５
年
間
こ
れ
ら

の
業
務
に
従
事
し
た
と
き
。

８
割
以
上
を
精
神
病
床
が

占
め
る
病
院
を
除
く
。
以

下
「
大
規
模
病
院
」
と
い

う
。
）
以
外
の
県
内
の
施

設
に
お
い
て
看
護
職
員
の

業
務
に
従
事
し
、
又
は
県

内
の
看
護
職
員
養
成
施
設

に
お
い
て
看
護
教
員
（
看

護
学
分
野
の
科
目
を
担
当

し
、
専
ら
学
生
又
は
生
徒

の
指
導
又
は
教
育
に
従
事

す
る
者
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
の
業
務
に
従
事
し
、

引
き
続
き
５
年
間
こ
れ
ら

の
業
務
に
従
事
し
た
と
き
。
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A

　
１
　
介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
の
項
免
除
の
条
件
の
欄
第
１
号
、
看
護
職

員
修
学
資
金
の
項
免
除
の
条
件
の
欄
第
１
号
、
第
２
号
及
び
第
４
号
、

看
護
職
員
奨
学
金
の
項
免
除
の
条
件
の
欄
第
１
号
及
び
第
３
号
並
び
に

理
学
療
法
士
等
修
学
資
金
の
項
免
除
の
条
件
の
欄
第
１
号
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
進
学
、
災
害
、
疾
病
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の

た
め
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
期
間
が
あ
る
場
合
に
お

い
て
、
当
該
期
間
終
了
後
直
ち
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
業
務
に
従

事
し
た
と
き
は
、
前
後
の
業
務
に
従
事
し
た
期
間
は
、
引
き
続
い
て
い

る
も
の
と
み
な
す
。

　
２
　
医
師
養
成
確
保
奨
学
金
の
項
免
除
の
条
件
の
欄
第
１
号
に
規
定
す
る

猶
予
期
間
と
は
、
次
に
掲
げ
る
期
間
を
い
う
。

　
　（
１
）　
鳥
取
大
学
に
地
域
枠
推
薦
入
学
に
よ
り
入
学
し
た
者
（
以
下
こ

の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
地
域
枠
入
学
者
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ

て
は
、
医
師
養
成
確
保
奨
学
金
（
以
下
こ
の
項
か
ら
第
４
項
ま
で
に

お
い
て
「
奨
学
金
」
と
い
う
。
）
の
貸
与
を
受
け
た
期
間
の
1.
5倍
に

相
当
す
る
期
間

当
該
期
間
終
了
後
直
ち
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る
業
務
に
従
事
し
た

と
き
は
、
前
後
の
業
務
に
従
事
し
た
期
間
は
、
引
き
続
い
て
い
る
も
の

と
み
な
す
。

　
２
　
看
護
職
員
修
学
資
金
の
項
免
除
の
条
件
の
欄
第
１
号
、
第
２
号
及
び

第
４
号
、
看
護
職
員
奨
学
金
の
項
免
除
の
条
件
の
欄
第
１
号
及
び
第
３

号
並
び
に
理
学
療
法
士
等
修
学
資
金
の
項
免
除
の
条
件
の
欄
第
１
号
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
進
学
、
災
害
、
疾
病
そ
の
他
や
む
を
得
な

い
理
由
の
た
め
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
期
間
が
あ
る

場
合
に
お
い
て
、
当
該
期
間
終
了
後
直
ち
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
定
め
る

業
務
に
従
事
し
た
と
き
は
、
前
後
の
業
務
に
従
事
し
た
期
間
は
、
引
き

続
い
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

　
３
　
医
師
養
成
確
保
奨
学
金
の
項
免
除
の
条
件
の
欄
第
１
号
に
規
定
す
る

猶
予
期
間
と
は
、
次
に
掲
げ
る
期
間
を
い
う
。

　
　（
１
）　
鳥
取
大
学
に
地
域
枠
推
薦
入
学
に
よ
り
入
学
し
た
者
（
以
下
こ

の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
地
域
枠
入
学
者
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ

て
は
、
医
師
養
成
確
保
奨
学
金
（
以
下
こ
の
項
か
ら
第
５
項
ま
で
に

お
い
て
「
奨
学
金
」
と
い
う
。
）
の
貸
与
を
受
け
た
期
間
の
1.
5倍
に

相
当
す
る
期
間
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A

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
条
例
は
、
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
本
則
の
表
介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
の
項
及
び
特
例
児
童
扶
養
資
金
の
項
を
削
る
改
正
規
定
並
び

に
同
表
備
考
第
１
項
の
改
正
規
定
（「
介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
の
項
免
除
の
条
件
の
欄
第
１
号
、」
を
削
る
部
分
に
限
る
。
）
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　（
２
）・
（
３
）　
略
 

　
３
　
略

　
４
　
略

　
５
　
略

　
　（
２
）・
（
３
）　
略

　
４
　
略

　
５
　
略

　
６
　
略


